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岡崎は寺社の数が多いこともあり、和
ろうそく産業が発展していました。現在、
市内の和ろうそく店は少なくなったも
のの、１本１本手作りの工程は昔と変わ
りません。ハゼの実が原料であるロウ
の温度管理や手でロウを塗っていく作
業など、すべてが職人の熟練した技と
勘に支えられています。写真は、化粧
ロウで上掛けをする様子。近年、和ろう
そく特有のゆらめく炎、暖かい光が人々
の心をとらえ、雑貨やインテリアなど仏
事以外の需要も高まっています。 

岡崎の匠－和ろうそく 

岡崎市の人口 
2005年8月1日現在 

男 

女 

計 

世帯数 
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人 

人 

世帯 

人増 

人減 

人増 
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愛・地球博「岡崎市の日」 

 

 

 

 

 

救急の日 

偉大なるシルクロードの遺産展（美術博物館、～１０月１６日） 

衆議院議員総選挙投票日（午前７時～） 

 

 

 

 

 

 

 

敬老の日 

 

 

 

秋分の日 

 

リサイクルの日（リサイクルプラザ、午前９時～午後４時） 

 

農遊館朝市（おかざき農遊館、午前８時３０分～※店舗は午前９時～） 

防災の日　総合防災訓練（乙川河川緑地、午前１０時～） 
市立小中学校第２学期始業式 

平成17年 9月1日 No.1031
2005

3 特集 高めよう、家庭と地域の防災力 

未来をつなぐ世界のオモチャ展 28 裏表紙 

9 市長室ほっとライン 

8 おかざき２１ 

市長コラム 

市営土井住宅／障害児サマースクール 

12

13

13

14

25

おかざきピカイチ 

声 

おかざき花暦 

お知らせ 

OKAZAKI 
information

皆さんからの声 

初秋の白花センニンソウ 

テコンドー国際大会優勝　小島えりかさん 

10 グラフOKAZAKI 岡崎観光夏まつり 

催し・講座／その他の情報 

SEPTEMBER（English） 
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９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
。
大
正
１２

（
１
９
２
３
）年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災

を
教
訓
に
、
防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た

め
に
定
め
ら
れ
た
日
で
す
。
 

　
本
市
が
東
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
３

年
半
前
の
平
成
１４
年
４
月
の
こ
と
。
ま
た
、

平
成
１５
年
１２
月
に
は
、
東
南
海
・
南
海
地

震
の
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
も
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
地
震
防
災
に
関

す
る
新
た
な
計
画
を
策
定
し
、
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
間
に
も
、
全
国
各
地
で

震
度
５
以
上
の
地
震
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
宮
城
県
で
震
度
６
弱
が
観
測
さ

れ
た
ば
か
り
で
す
。
大
地
震
を
想
定
し
た

家
庭
と
地
域
の「
備
え
」が
急
が
れ
ま
す
。 

  　
平
成
１６
年
１０
月
に
起
き
た
新
潟
県
中
越

地
震
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
多
く

の
地
域
住
民
が
救
助
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
活
動
に
よ
り
、
多
く
の

か
た
が
助
け
ら
れ
た
こ
と
も
新
聞
や
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
教
訓
を
生
か

し
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
被
災
地
で
行
わ

れ
た
こ
の
「
共
助
」
の
活
動
は
、
地
震
の

被
害
を
く
い
止
め
る
た
め
の
有
効
な
手
立

て
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
自
分
の
命
や
財
産
を
守
る
「
自
助
」
の

活
動
と
、
す
ぐ
近
く
で
助
け
を
求
め
て
い

る
か
た
を
救
う
「
共
助
」
の
活
動
を
、
地

震
発
生
直
後
か
ら
い
か
に
し
て
行
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
家
庭
と
地
域
に
お
け
る
「
日

頃
の
備
え
」
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
何
を
ど
う
備
え
れ
ば
よ
い
の

か
、
戸
惑
う
か
た
も
多
い
は
ず
。
 

　
そ
こ
で
、
今
回
の
特
集
は
、
家
庭
と
地

域
の
防
災
力
ア
ッ
プ
を
テ
ー
マ
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
「
備
え
」
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

　
私
た
ち
人
間
の
力
で
は
、
防
ぐ
こ
と
の

で
き
な
い
地
震
。
し
か
し
、
そ
の
被
害
を

最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
る
は

ず
。
大
地
震
発
生
直
後
の
被
害
を
い
か
に

く
い
止
め
る
か
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
は
、

「
家
庭
と
地
域
の
防
災
力
」
で
す
。
 

「
自
助
」
と
「
共
助
」
 

特　集 

高めよう、家庭と地域の防災力 
－地震に負けないまちをめざして－ 

防災課防災対策班　� 2 3�6 7 1 2
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地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
慌
て
ず
に

自
分
の
身
を
し
っ
か
り

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
す
べ
て
は
自
分
が
無

事
で
い
て
こ
そ
で
す
。 

　
そ
れ
か
ら
周
り
の
状

況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

 　

家
の
中
で
は
 

・
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に

隠
れ
、
身
を
守
る
。
 

・
火
の
始
末
を
速
や
か
に
。
 

・
裸
足
で
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。
 

　

集
合
住
宅
・
高
層
ビ
ル
で
は
 

・
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
避
難
口
を
確
保
。
 

・
原
則
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
わ
な
い
。
 

　

デ
パ
ー
ト
・
ス
ー
パ
ー
で
は
 

・
カ
バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
な
ど
か
ら
離
れ
る
。
 

・
階
段
の
踊
り
場
や
柱
の
近
く
な
ど
の
安

全
な
場
所
へ
移
動
。
 

　

劇
場
・
ホ
ー
ル
で
は
 

・
カ
バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
シ
ー
ト

と
シ
ー
ト
の
間
に
身
を
隠
し
、
係
員
の

指
示
を
聞
く
。
 

・
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
館
内
放
送
や
係

員
の
指
示
に
従
っ
て
避
難
。
 

　

街
中
で
は
 

・
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
ら
ず
、
窓
ガ
ラ
ス

や
看
板
な
ど
の
落
下
物
に
注
意
す
る
。
 

　

車
の
運
転
中
で
は
 

・
道
路
の
左
側
に
止
め
、
エ
ン
ジ
ン
を
切

り
、揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
状
況
を
確
認
。 

　

警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
 

　
自
宅
の
耐
震
性
に
不
安
の
あ
る
か
た
は
、

近
隣
待
避
場
所
へ
待
避
し
て
く
だ
さ
い
。

※
近
隣
待
避
場
所
と
は
、
身
近
な
公
園
や

田
畑
な
ど
で
、
建
物
な
ど
が
倒
れ
て
こ
な

い
安
全
な
場
所
を
い
い
ま
す
。
 

　

地
震
に
よ
り
自
宅
が
被
災
し
た
と
き
は
 

　
一
時
避
難
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
時
避
難
場
所
に
は
、
市
内
６０
カ
所
の

市
立
小
中
学
校
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　

地
震
に
よ
り
大
火
災
が
起
き
た
と
き
は
 

　
広
域
避
難
場
所
へ
避
難
し
、
炎
や
放
射

熱
か
ら
逃
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
広
域
避
難
場
所
に
は
、
岡
崎
公
園
（
康

生
町
）
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園
（
高
隆
寺

町
）
、
東
公
園
（
欠
町
）
、
南
公
園
（
若

松
町
）
の
４
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    ①
避
難
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
ガ
ス
の
元

栓
を
締
め
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、

戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
は
使
わ
ず
、
階
段
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

③
で
き
る
だ
け
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

④
帽
子
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
頭
を

保
護
し
、
底
の
厚
い
靴
を
履
き
、
手
袋
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑤
避
難
す
る
と
き
の
荷
物
は
最
小
限
に
し

て
、
両
手
が
使
え
る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な

ど
を
利
用
す
る
の
が
安
全
で
す
。
 

⑥
避
難
す
る
と
き
は
、
隣
近
所
に
声
を
掛

け
ま
し
ょ
う
。
 

⑦
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１

７
１
）
を
利
用
す
る
た
め
に
、
親
戚
や
知

人
の
電
話
番
号
は
控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

※
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
平
常
時
に
は

開
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
月
一
日
に

試
験
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

危険度 

高 

中 

低 

地震が発生 
するおそれ 
がある 

前兆現象の 
可能性が高 
まったと認 
められる 

観測データ 
に異常が現 
れた 

東海地震予知情報 
（国による警戒宣言の発令） 

東海地震注意情報 
（準備行動の開始） 

東海地震観測情報 

蘆不必要な火は使わない 
蘆安全な場所へ移動 
蘆電話は通話規制も 

蘆非常持出品などを確認 
蘆外出中のかたは帰宅を 
蘆保育園・学校は休校に 

蘆日常生活に支障なし 
蘆テレビやラジオなどで、 
　情報収集を 

前　兆 情 報 区 分  対　　　応 

避
難
の
考
え
方
 

非
難
時
の
心
得
 

地
震
が
起
き
た
ら
…
 

地
震
情
報
の
種
類
と
発
令
時
の
 

対
応
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

その1：地震情報と避難

　家庭の防災力を高めるための第一歩は、

地震情報について理解し、警戒宣言が出た

ときや、地震が起きたときの行動を話し合

い、確認しておくことです。

　家族が離ればなれにならないためにも、

避難する場所（指定の避難所、知人や親戚

の家など）を決めておきましょう。
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稲
垣
さ
ん
が
、
家
庭
で
防
災
備
蓄
に
取

り
組
み
始
め
た
の
は
、
１０
年
以
上
も
前
の

こ
と
。
地
元
町
内
会
の
防
災
訓
練
に
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
「
防
災

備
蓄
は
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

が
続
け
る
コ
ツ
。
今
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
防
災
コ
ー
ナ
ー
を
見
る
の

が
楽
し
み
で
す
」
と
話
す
稲
垣
さ
ん
（
左

の
写
真
）「
最
近
は
、
非
常
食
の
種
類
も

豊
富
。
普
段
か
ら
活
用
し
、
家
族
の
好
み

を
把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
、

不
自
由
な
避
難
生
活
を
想
定
し
、
家
族
の

口
に
合
う
も
の
を
用
意
し
て
お
く
気
配
り

に
は
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。 

  　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
・
お
茶
を
は

じ
め
、
乾
パ
ン
、
非
常
用
の
米
、
缶
詰
類
、

カ
ッ
プ
麺
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
、
備
蓄

食
糧
の
種
類
は
１０
種
類
以
上
。「
冷
蔵
庫
の

中
身
と
合
わ
せ
て
、
３
日
分
（
家
族
４
人
）

の
量
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
、
備
蓄
量
も
計
算
し
て
普
段
の
買
物
に

努
め
る
稲
垣
さ
ん
。
 

　
ま
た
、
気
づ
か
ぬ
う

ち
に
消
費
期
限
が
切
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
非
常
食

は
台
所
の
あ
ち
こ
ち
で

保
管
せ
ず
、
す
べ
て
を

専
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

で
管
理
。
そ
こ
か
ら
必
要
な
分
だ
け
を
消

費
期
限
の
早
い
順
に
使
い
ま
す
。
「
使
っ

た
分
だ
け
補
充
す
る
」
と
い
う
家
族
の
ル

ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
、
常
に
一
定

量
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
食
品
以
外
に
も
、
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・

医
薬
品
な
ど
が
非
常
持
ち
出
し
袋
で
常
に

準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  　
防
災
備
蓄
品
は
、
と
っ
さ
の
と
き
に
す

ぐ
に
持
ち
出
せ
る
場
所
で
管
理
す
る
こ
と

が
肝
心
で
す
。
稲
垣
さ
ん
の
お
宅
で
見
つ

け
た
こ
ん
な
工
夫
。
参
考
に
な
り
ま
す
。
 

①
水
や
食
品
な
ど
を
入
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
は
、
家
の
外
へ
持
ち
出
し
や
す
い
勝
手

口
付
近
に
設
置
。
 

②
ラ
ジ
オ
や
救
急
用
具
な
ど
を
入
れ
た
非

常
持
ち
出
し
袋
も
、
勝
手
口
付
近
に
。
 

③
自
宅
や
自
動
車
の
鍵
は
、
常
に
自
宅
出

入
口
付
近
で
集
中
管
理
。
 

④
災
害
時
に
役
立
つ
工
具
箱
、
キ
ャ
ン
プ

用
具
な
ど
は
、
出
し
入
れ
し
や
す
い
屋
外

の
物
置
に
保
管
。
 

  　

「
お
金
の
か
か
ら
な
い
、役
立
つ
も
の
が

あ
り
ま
す
よ
」。稲
垣
さ
ん
の
お
す
す
め
は
、

お
店
な
ど
で
無
料
配
布
さ
れ
る「
お
試
し

品
」。シ
ャ
ン
プ
ー
や
化
粧
品
な
ど
種
類
も

豊
富
。
そ
の
上
軽
量
で
コ
ン
パ
ク
ト
。「
防

災
備
蓄
品
に
は
ピ
ッ
タ
リ
で
す
」。こ
こ
で

も
、
主
婦
の
知
恵
が
キ
ラ
リ
と
光
り
ま
す
。 

主な非常持出品・備蓄品 
チェックリスト 

食料品 
□　飲料水（目安：１人１日３㍑） 
□　食品（乾パン、缶詰類など） 
□　調理器具（ナイフなど） 
□　粉ミルク 
衣料関係 
□　衣類、下着 
□　雨具 
□　寝袋、タオル、毛布 
安全対策 
□　救急医薬品 
□　よく使う薬の予備 
□　ヘルメット、防災ずきん、軍手 
日用品 
□　携帯ラジオ（予備の電池も） 
□　懐中電灯（予備の電池も） 
□　筆記用具 
□　ごみ袋 
□　マッチ、ライター 
□　ティッシュ、ウエットティッシュ 
□　生理用品、紙おむつ 
貴重品 
□　現金（小銭も用意） 
□　貯金通帳・有価証券など 
□　連絡カードや身分証 
その他 
□　１０円玉（公衆電話） 
□　予備のめがね、補聴器 
□　せっけん、ドライシャンプー 

お
す
す
め
の
一
品
 

保
管
場
所
に
も
一
工
夫
 

備
蓄
の
目
安
は
「
３
日
分
」
 

防
災
備
蓄
は
、暮
ら
し
と
と
も
に
…
 

その2：家庭内の防災備蓄

　避難時に必要となる「非常持ち出し品」や「家庭

内備蓄品」は、事前に備えておいてこそ役立ちます。

　しかし、備える物の種類や量、保管場所など、戸

惑ってしまうことも。

　家庭での防災備蓄に取り組む稲垣さん（美合町）

のお宅では、そんな疑問を解決できるアイデアがい

っぱいです。

特　集 

高めよう、家庭と地域の防災力 
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タ
ン
ス
や
棚
な
ど
、
地
震
の
と
き
に
転

倒
の
恐
れ
の
あ
る
家
具
を
壁
に
固
定
す
る

金
具
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
市

販
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
金
具
の
種

類
も
多
く
、
高
い
場
所
で
の
不
慣
れ
な
作

業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
分
で
取
り
付
け

で
き
ず
に
い
る
お
宅
も
多
い
は
ず
。
 

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
高
齢
者
や
重
度
障

害
者
な
ど
の
世
帯
を
対
象
に
、
無
料
取
付

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
日
も
、
脇
田
さ
ん（
上
里
３
丁
目
）

宅
で
金
具
の
無
料
取
付
が
行
わ
れ
、
約
１

時
間
の
作
業
で
、
５
台
の
家
具
が
し
っ
か

り
と
壁
に
固
定
さ
れ
ま
し
た（
下
の
写
真
）。

仕
上
が
り
を
見
た
脇
田
さ
ん
も
、「
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。
今
夜
か
ら
安
心
し
て

寝
ら
れ
ま
す
」
と
、
固
定
さ
れ
た
家
具
を

前
に
、
自
宅
の
防
災
力
ア
ッ
プ
を
実
感
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
、
市
の
委
託
を
受
け
た
耐
震
診

断
員
が
訪
れ
た
の
は
、
小
嶋
さ
ん
（
梅
園

町
）宅
。
診
断
す
る
住
宅
は
、
昭
和
４７
年

建
築
の
木
造
住
宅
。
以
前
か
ら
、
自
宅
の

耐
震
性
を
気
に
し
て
い
た
小
嶋
さ
ん
。
ま

ず
は
、
現
在
の
自
宅
の
耐
震
性
を
正
し
く

知
る
こ
と
が
肝
心
と
考
え
、
市
の
無
料
耐

震
診
断
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
 

　
さ
っ
そ
く
診
断
開
始（
下
の
写
真
）。
基

礎
、
柱
、
壁
、
屋
根
、
地
盤
な
ど
、
診
断

項
目
に
沿
っ
て
調
べ
て
い
き
ま
す
。
診
断

は
約
１
時
間
で
終
了
。
診
断
デ
ー
タ
は
分

析
さ
れ
、
後
日
、
詳
細
な
結
果
が
知
ら
さ

れ
ま
す
。「
診
断
結
果
を
参
考
に
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
よ
い
の
か
、
家
族
や
専
門
家

に
相
談
し
て
決
め
た
い
で
す
」
と
話
す
小

嶋
さ
ん
。
耐
震
診
断
に
よ
っ
て
、
家
族
の

防
災
意
識
も
さ
ら
に
向
上
し
ま
し
た
。
 

　
市
で
は
、
耐
震
設
計
基
準
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
無
料
耐

震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
市
が
行
う

耐
震
診
断
で
は
、
戸
別
訪
問
や
電
話
に
よ

る
勧
誘
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
）。
 

　
ま
た
、
こ
の
診
断
を
受
け
た
か
た
が
、

耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
上
限
６０
万

円
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
※
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
築
指
導
課
相

談
班
（
北
館
３
階
・�

２３�

６
７
０
９
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
市
で
は
、
高
齢
者
（
６５
歳
以
上
）
や
重

度
障
害
者
の
世
帯
な
ど
へ
の
転
倒
防
止
金

具
の
無
料
取
付
（
家
具
５
台
ま
で
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

※
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
市
政

だ
よ
り
６
月
１

日
号
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
電

話
な
ど
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

福
祉
総
務
課
総
務
班
（
本
館
１
階
）
 

�
２３�

６
８
５
１
 

◎
な
お
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
、

有
料
で
転
倒
防
止
金
具
の
取
り
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（�
２３�

8
9
7
１
）
へ
。
 

専門家による建築相談会

（内容：住宅に関する相談全般） 

○とき　第１・第３金曜日（原則） 
　　　　午後１時～４時 

○場所　市役所２階市民相談室 

○予約不要 

○詳しくは、建築指導課相談班 
（北館３階）�２３�６７０９へ。 

市
の
無
料
耐
震
診
断
 

耐
震
診
断
で
、 

家
族
の
防
災
意
識
も
向
上
 

家
具
の
転
倒
防
止
金
具
の
無
料
取
付
 

自
分
で
は
な
か
な
か
…
 

その3：家具の転倒防止

　阪神・淡路大震災では、死者や負傷者の

８割以上が、住宅や家具の下敷きによるも

ので、中には、住宅に特別な被害がないに

もかかわらず、家具などの転倒により負傷

したケースも多く含まれています。

　倒れた家具による被害を防ぐためにも、

壁や床にしっかり固定することが大切です。

その4：住宅の耐震性向上

　住宅の耐震性向上は、居住者の命を守る

だけでなく、避難路確保や火災防止にも効

果があります。

　阪神・淡路大震災以降、住宅の耐震性へ

の関心が高まる中で、悪質リフォーム業者

への注意も必要となっています。

　耐震診断や耐震補強工事は、信頼できる

専門家に依頼しましょう。



▲三角きんの講習（広幡学区） 

▲地震避難訓練（赤渋地区） 

▲初期消火訓練（広幡学区） 
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夏
の
時
期
は
、
各
地
域
の
防
災
訓
練
が

盛
ん
で
す
。
赤
渋
地
区
で
は
、
近
接
す
る

町
内
会
合
同
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
住

民
５
１
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
の

後
、
市
が
小
学
校
へ
設
置
し
た
防
災
備
蓄

倉
庫
や
各
町
内
の
備
蓄
機
材
な
ど
の
見
学

を
し
た
り
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
な

ど
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
広
幡
学
区
で
も
、
住
民
１
０
０

人
が
参
加
し
て
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
三

角
き
ん
を
使
っ
た
救
急
法
の
講
習
や
炊
き

出
し
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
 

　
皆
さ
ん
も
、
地
元
で
行
わ
れ
る
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

防災相談会を開催します 

進めています！
地震に強いまちづくり

進めています！
地震に強いまちづくり

　東海地震の地震防災対策強化地域
に指定されている本市では、大地震
への備えが大きな課題です。 
　市では、市民の皆さんの命と財産
を守るために、防災情報伝達体制の
整備をはじめ、地震計や防災備蓄倉
庫の設置、公共施設の耐震化、木造
住宅の耐震診断・耐震補強への助成
などの対策を進めています。 
　しかし、大地震による被害を少な
くするためには、「自分の身は自分
で守る」、「地域で助け合い励まし合
う」といった市民の皆さんの初期行
動が大変重要です。 
　これを機会に、ご家族で防災につ
いて話し合ったり、地域の防災訓練
に参加したりしながら、一人ひとり
の防災意識を高め、地震に強いまち
づくりにご協力ください。 

防災課長 内 田 賢 一 

相談内容：家庭と地域の地震防災全般 

※時間 
情報ネットワークセンター／午前１０時～午後４時 
その他の会場／午後１時～４時 
※問い合わせ 
防災課防災対策班　�２３�６７１２ 

市役所市民ロビー 
（本館２階） 

９
月
 

１０
月
 

５日豺 
６日貂 

１３日貂 

１５日貅 

２１日貉 

２７日貂 

４日貂 

６日貅 

シビックセンター 
２階ロビー（羽根町） 

大平市民センター 
（大平町） 

東部市民センター 
（山綱町） 

北部地域交流センター 
（西蔵前町） 

矢作市民センター 
（宇頭町） 
六ツ美市民センター 
（下青野町） 

日　程 会　　　　場 

地
域
の
工
夫
で
訓
練
も
楽
し
く
 

その5：地域の防災力

　大地震発生直後の被害をくい止めるには、地

域のかたが協力し合って「地域を守る」ことが

重要です。行政などが行う救助活動を待ってい

られない緊急事態も想定しなければなりません。

　そのためにも、学区や町内会など、身近な生

活集団単位で行われる防災訓練には積極的に参

加しましょう。

特　集 

高めよう、家庭と地域の防災力 
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▼２階の渡り廊下で３棟を接続 
▲メゾネット方式の部屋 

　
昨
年
か
ら
建
て
替
え
工
事
を
進
め
て
い

た
、
土
井
町
の
市
営
土
井
住
宅
第
１
工
区

分
、
３
棟
６０
戸
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。
 

　
部
屋
は
、
１
Ｄ
Ｋ
１２
戸
、
２
Ｄ
Ｋ
３０
戸
、

身
体
障
害
者
用
の
２
Ｄ
Ｋ
３
戸
、
３
Ｄ
Ｋ

３
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
１２
戸
の
５
タ

イ
プ
。
周
辺
の
景
観
に
配
慮
し
、
２
階
建

て
と
３
階
建
て
の
３
棟
か
ら
な
る
低
層
住

宅
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
号
棟
に

は
、
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
方
式
と
い
わ
れ
る
、
住

戸
内
に
設
置
さ
れ
た
階
段
で
２
階
、
３
階

１
戸
を
構
成
す
る
住
宅
も
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
各
棟
を
２
階
の
渡
り
廊

下
で
接
続
し
て
お
り
、
２
階
の
住
民
が
１

階
に
降
り
る
こ
と
な
く
他
の
棟
に
移
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
住
宅
は
、
昭
和
４０
年
度
か

ら
３
年
か
け
て
建
設
さ
れ
た
簡
易
耐
火
構

造
住
宅
２
０
３
戸
。
老
朽
化
を
解
消
す
る

た
め
、
周
辺
景
観
に
も
配
慮
し
た
、
低
層

住
宅
へ
の
全
面
建
て
替
え
工
事
を
順
次
進

め
て
行
き
ま
す
。
 

　
１０
月
か
ら
は
第
２
工
区
分
、
３２
戸
の
建

設
に
着
手
、
平
成
１８
年
度
の
完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
第
５
工
区
ま
で
建

設
し
、
平
成
２２
年
に
は
１２
棟
２
４
０
戸
か

ら
な
る
新
し
い
土
井
住
宅
が
誕
生
し
ま
す
。 

　
な
お
、
今
回
の
完
成
分
は
、
従
前
の
入

居
者
の
優
先
入
居
と
な
り
、
一
般
の
募
集

は
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

建
築
住
宅
課
庶
務
企
画
班
 

�

２３
�

6
3
2
1

市
営
土
井
住
宅
の
第
１
工
区
分
６０
戸
が
完
成
 

占
部
川

 

県道安城幸田線 

県
道
桜
井
岡
崎
線 JAあいち 

三河本店 

六ツ美北 
中学校 

至在家町 

至上和田町 

至上青野町 

至
福
岡
町 

市営 
土井住宅 

N



岡
崎
市
長 

柴
田
紘
一
 

岡
崎
ナ
ン
バ
ー
導
入
決
定 

             　
間
も
な
く
、
盛
況
の
う
ち
に
愛
・
地

球
博
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
万

博
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得

て
、
祭
り
や
伝
統
芸
能
、
特
産
品
な
ど
、

岡
崎
市
の
魅
力
を
世
界
に
向
け
て
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
７
月
末
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
新
た
な
地

域
名
表
示
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
い
わ

ゆ
る
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」
の
「
岡
崎
」

ナ
ン
バ
ー
が
、
全
国
１８
地
域
の
一
つ
と

し
て
平
成
１８
年
度
中
に
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
は
、
岡
崎
市
・
幸
田

町
・
額
田
町
の
３
市
町
の
自
動
車
が
対

象
と
な
り
、
導
入
後
、
買
い
替
え
な
ど

で
新
た
に
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
自
動

車
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
三

河
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
で
も
、
希
望
す

る
人
は
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
近
い
将
来
、
市
内
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国
に
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
の

自
動
車
が
快
走
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
来
年
は
、
１
月
に
額
田
町
と
の
合
併

に
よ
る
新
岡
崎
市
の
誕
生
、
そ
し
て
７

月
に
は
市
制
施
行
９０
周
年
と
い
う
飛
躍

の
年
で
す
。
こ
の
岡
崎
ナ
ン
バ
ー
導
入

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
、

知
名
度
の
向
上
、
地
域
住
民
の
連
帯
感

の
創
出
な
ど
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

安
全
運
転
、
マ
ナ
ー
の
良
い
岡
崎
ナ
ン

バ
ー
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
、
夏
休
み

を
楽
し
く
、
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
障
害
児
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

８
月
１
日
豺
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
（
康
生

通
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
今
年
３
月
公
表
し
た
第

２
次
障
害
者
基
本
計
画
を
策
定
す
る
際
の

意
見
聴
取
で
、
障
害
児
の
家
族
か
ら
多
く

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
今
年
初
め
て

実
施
。
障
害
児
が
充
実
し
た
夏
休
み
を
過

ご
し
、
さ
ら
に
保
護
者
の
就
労
支
援
と
障

害
児
を
日
常
的
に
介
助
し
て
い
る
家
族
に

一
時
的
な
休
息
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
。
初
の
事
業
に
も
か

か
わ
ら
ず
８７
人
が
応
募
し
、
１
組
２０
人

ず
つ
を
５
日
間
、
計
４
回
、
延
べ
４
０
０

人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
会
場
と
な
っ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

開
校
式
を
行
っ
た
後
、
市
内
の
介
助
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
介
護
専
門
学
校
生
約
２０
人
が

子
ど
も
た
ち
の
介
助
を
担
当
。
午
前
中
は

音
楽
療
法
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
、
午
後

は
水
遊
び
、
散
歩
、
室
内
遊
び
な
ど
に
そ

れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
音
楽
療

法
で
は
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
一
緒

に
歌
っ
た
り
、
体
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
で
は
、
不
自
由
な
体
を
精
い

っ
ぱ
い
動
か
し
、
皆
と
一
緒
に
や
ろ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
障
害
児
の
母
親
ら
か
ら
は
「
来
年
も
必

ず
や
っ
て
ほ
し
い
」
、
「
も
っ
と
定
員
を

増
や
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要
望
や
、
障

害
児
か
ら
は
「
来
年
も
来
た
い
」
と
の
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
 

社
会
福
祉
課
施
策
班
 

�

２３
�

6
1
5
5

好
評
の
う
ち
に
終
わ
る
障
害
児
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
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来
て
、
見
て
、
沸
い
た
　
岡
崎
の
熱
い
夏 

岡崎観光夏まつり 

毎年恒例の岡崎観光夏まつりが、８月５日貊・６日貍に開催されまし
た。五万石おどり・五万石みこし・よさこい in おかざきでは、日頃の
練習の成果を十分披露した各団体に、見物の観客からは大きな拍手が
おくられました。また、第５７回を迎えた花火大会。打ち上げ花火や仕
掛け花火など約２万発の光の大輪が夜空を彩り、訪れた多くの人々を
魅了していました。 
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▲ 気合いの入った五万石みこし 

▲ 外国の人たちも参加しての五万石おどり 

▲ よさこい　in　おかざき 



Interview with the rising generation
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北中学校３年 

小島えりかさん 
７月に韓国・済州島で行われた「第
５回チェジュ・インターナショナル
スポーツフォーオール・テコンド
ーチャンピオンシップス」の「形
の部・女子１７歳級」で優勝、「競
技の部・１４～１６歳フライ級」で第
３位の成績を収めました。 

　
　
テ
コ
ン
ド
ー
を
始
め
た
の
は
？
 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
国
内
大
会
を
見
て
、

直
感
で
「
や
り
た
い
な
」
と
。
始
め
た
の

は
中
学
１
年
の
冬
で
す
。
蹴
り
方
や
体
力

が
必
要
な
こ
と
な
ど
、
何
も
か
も
が
想
像

以
上
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
 

　
　
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
か
？
 

　
練
習
す
れ
ば
誰
に
で
も
で
き
て
、
楽
し

め
る
と
こ
ろ
で
す
。
動
き
が
格
好
よ
く
、

組
み
手
の
試
合
で
技
が
き
れ
い
に
入
る
の

を
見
る
と
感
心
し
ま
す
。
 

　
　
得
意
な
技
は
？
 

「
か
か
と
落
と
し
」
で
す
。
体
が
柔
ら
か
い

の
で
、
足
を
あ
げ
る
の
が
お
も
し
ろ
く
て
。

身
に
付
け
た
い
の
は
「
後
ろ
ま
わ
し
蹴
り
」。

女
の
人
で
は
あ
ま
り
や
る
人
が
な
く
、
ス

ピ
ー
ド
が
必
要
な
難
し
い
技
で
す
。 

　
　
テ
コ
ン
ド
ー
を
始
め
て
自
分
自
身
が

変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
 

　
粘
り
強
く
な
っ
た
こ
と
か
な
。
学
校
の

授
業
で
も
ノ
ー
ト
を
き
ち
ん
と
取
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
「
私
っ
て

こ
ん
な
こ
と
や
る
子
だ
っ
た
っ
け
？
」
と

思
い
ま
す
。 

　
　
国
際
大
会
の
感
想
は
？
 

　
大
会
の
１
カ
月
前
に
足
に
け
が
を
し
て
、

ま
わ
り
は
出
場
を
反
対
し
ま
し
た
。
で
も
、

「
１
回
戦
で
負
け
て
も
い
い
か
ら
出
た
い
」

と
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
試
合
中
は
痛
み

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
形
の
優
勝
は
う

れ
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
組
み
手
（
競
技
の

部
）
の
３
位
は
、
け
が
と
か
関
係
な
く
負

け
た
こ
と
が
く
や
し
か
っ
た
で
す
。
 

　
　
本
場
・
韓
国
で
合
宿
も
し
て
い
る
そ

う
で
す
ね
。
 

　
今
ま
で
に
３
回
行
き
ま
し
た
。
１
日
９
、

１０
時
間
の
練
習
は
、
き
つ
い
け
ど
楽
し
い
。

仲
間
は
や
さ
し
く
雰
囲
気
も
い
い
の
で
、

ま
た
い
つ
で
も
行
き
た
い
気
持
ち
で
す
。
 

　
　
将
来
の
目
標
は
？
 

　
尊
敬
す
る
具
（
ク
ー
）
先
生
の
よ
う
な
、

強
く
、
相
手
に
点
を
取
ら
せ
な
い
選
手
に

な
り
た
い
で
す
。
で
も
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
ま
だ
ま
だ
な
の
で
、
が
ん
ば
っ

て
先
生
に
つ
い
て
い
き
た
い
。
夢
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
こ
と
と
、
道
場
の
先
生

に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
テ
コ
ン
ド
ー

を
教
え
る
こ
と
で
す
。
 

自宅を改装したテコンドースクールで 

テ
コ
ン
ド
ー
国
際
大
会
優
勝 

さ
ら
な
る
夢
に
向
か
っ
て 



市民のみなさんからお寄せいただいたご意見を掲載いたします 

〜
初
秋
の
白
花
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
〜 

　
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
は
、
市
内
の
川
岸
や
堤

防
、
林
の
縁
な
ど
に
見
ら
れ
る
つ
る
性
の

多
年
草
で
あ
る
。
盛
夏
を
過
ぎ
、
秋
の
季

節
を
感
じ
る
頃
か
ら
、
花
弁
の
よ
う
に
見

え
る
長
さ
２
〜
３
㌢
の
白
い
が
く
片
４
枚

を
十
字
形
に
配
し
た
花
を
つ
け
る
。
こ
の

花
に
は
花
弁
は
な
い
。
繁
茂
し
た
つ
る
に

多
く
の
花
を
つ
け
る
の
で
、
か
な
り
遠
方

か
ら
も
そ
の
白
さ
が
目
立
つ
。 

　
花
の
時
期
が
終
わ
る
と
、
雌
し
べ
の
下

部
が
平
た
い
果
実
に
な
る
。
果
実
は
、
や

が
て
橙
赤
色
と
な
っ
て
熟
し
、
そ
の
上
部

が
羽
毛
状
に
３
㌢
程
の
び
、
果
実
の
飛
散

に
役
立
つ
。
花
か
ら
は
予
想
も
つ
か
な
い

異
様
な
そ
の
姿
に
驚
か
さ
れ
る
。
セ
ン
ニ

ン
ソ
ウ
の
名
は
、
白
い
羽
毛
状
の
部
分
を

仙
人
の
長
い
顎
鬚
に
な
ぞ
ら
え
て
、
付
け

ら
れ
た
と
言
う
。
特
徴
を
う
ま
く
と
ら
え

た
印
象
深
い
名
だ
と
思
う
。 

　
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
は
、
そ
の
清
楚
な
白
い

花
姿
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昔
か
ら
よ
く
知

ら
れ
た
毒
草
で
あ
る
。
別
名
、
ウ
マ
ク
ワ

ズ
、
ウ
マ
ノ
ハ
オ
ト
シ
、
ハ
ヌ
ケ
グ
サ
、

岡
崎
付
近
で
は
ウ
マ
ノ
ハ
コ
ボ
レ
と
呼
ば

れ
、
馬
や
牛
な
ど
に
与
え
な
い
よ
う
に
し

て
き
た
。
皮
膚
の
弱
い
人
は
、
葉
の
汁
が

つ
い
て
も
水
ぶ
く
れ
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
一
方
、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
に
は
、
薬
用
と

し
て
の
効
能
が
あ
る
。
植
物
研
究
家
故
大

原
準
之
助
氏
の
著
書
『
身
近
な
薬
草
続
』

に
は
、
市
内
六
ツ
美
地
区
に
、
こ
の
生
の

葉
が
扁
桃
腺
炎
の
薬
と
な
る
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、

各
地
て
、
神
経
痛
、
漆
か
ぶ
れ
、
吹
き
出

物
な
ど
に
有
効
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
適
切
な
方
法

に
よ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

　
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
と
同
じ
頃
、
似
た
よ
う

な
花
を
つ
け
る
つ
る
植
物
に
、
ボ
タ
ン
ヅ

ル
が
あ
る
。
ボ
タ
ン
ヅ
ル
の
葉
に
は
、
ボ

タ
ン
を
思
わ
せ
る
深
い
切
れ
込
み
が
あ
る

が
、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
の
方
に
は
な
い
。 

（
元
新
編
岡
崎
市
史
調
査
委
員
　
千
賀
敏
之
） 

は
ん
　

も 

あ
ご
ひ
げ 

せ
い
　

そ 

へ
ん
と
う
せ
ん 

う
る
し 

Eメールはこちら 
mail@city.okazaki.aichi.jp

岡崎市役所　市民協働推進課 

ご意見やご要望のあるかたは 
下記までお寄せください。 

教えてバンクはこちら 
http://www.city.okazaki.aichi.jp/ 
oshiete_bank/index.html

お手紙はこちら 
〒444-8601 岡崎市十王町2丁目9番地 

教えてコールはこちら 
� 0564-23-6666 ・ 　 23-6667

�

　
今
年
は
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
と
聞

き
ま
し
た
。
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
国
勢
調
査
と
個
人
情
報
保

護
法
の
関
係
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
４
月
か
ら
、
行
政
機
関
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
を
定
め
た「
行
政
機

関
等
個
人
情
報
保
護
法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
こ
の
法
律
で
は
、
個
人
情
報
の
目
的
外

利
用
の
制
限
や
秘
密
の
保
護
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
勢
調
査
の
よ
う
な

統
計
調
査
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
る
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
統
計
調
査
に
お
け
る
調
査
内
容
（
調
査

票
）
は
、
個
人
を
識
別
で
き
な
い
統
計
を

作
成
す
る
た
め
だ
け
に
用
い
る
も
の
で
、

か
つ
「
統
計
法
」
に
お
い
て
秘
密
の
保
護

に
関
す
る
厳
格
な
規
定
が
あ
る
か
ら
で
す
。
 

　
統
計
法
で
は
、
調
査
に
従
事
す
る
人（
国
・

地
方
公
共
団
体
の
職
員
、
指
導
員
、
調
査

員
）
に
は
、
調
査
上
知
る
こ
と
に
な
っ
た

秘
密
を
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
統
計

を
つ
く
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
調
査
票
を
適
正

に
管
理
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
国
勢
調
査
は
本
年
１０
月
１
日
現
在
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
５
年
に
１
度
の
重
要
な
調

査
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
国
勢
調
査
実
施
本

部
事
務
局
（
企
画
課
統
計
班
�
２３
�
６
０

３
２
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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国
勢
調
査
と
個
人
保
護
法
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：期間・日時（時間） 

：場所 

：内容 

：講師・指導 

：対象・資格 

：定員・募集人員 

：費用・受講料など 

：持ち物 

：申込方法・申込期限 

：問い合わせ先 

：その他 保健所総務課管理班　� 2 3� 6 1 7 9
フードメッセ実行委員会料理コンテスト担当　春井　� 2 1� 4 5 4 4

アイデア料理と味で競う 
父と子の料理コンテスト 

フードメッセ・イン岡崎２００５ 

■日時／調理・審査＝１０月２２日貍　午後１時～４時 
　　　　表彰式＝１０月２３日豸　午後３時 
■場所／岡崎中央総合公園武道館・特設会場（高隆寺町） 
■対象／市内在住の父親と子どもの家族グループ（１チーム３人以内） 
■テーマ／「父と子が作る我が家の味自慢」 
※食材は、赤だし八丁味噌・ナス・キュウリ・トマト・シイタケ・ジネンジョ・豚肉の中から２点以上使
用すること。赤だし八丁味噌は主催者で用意しますが、他の食材はすべて参加者でご用意くだ
さい。食材購入予算は１人前５００円以内とします。 

■参加費／無料 
■審査・賞／アイデア、盛り付け、味について各界及び市民代表のかたが審査し、市長賞、市議会
議長賞、市教育委員会賞、岡崎商工会議所会頭賞、他多数 

■申込方法／応募用紙に必要事項を記入し、持参・郵送・ファクスで下記フードメッセ担当へ。 
◎岡崎商工会議所　〒４４４…８６１１　市内竜美南１丁目２番地　　FAX５３�０１０１ 
◎保健所総務課　〒４４４…８５４５　市内康生通西３丁目３０番地　FAX２３�５０４１ 
◎観光協会（市役所観光課内）〒４４４…８６０１　　FAX２３�６２１３ 
■申込期限／９月２６日豺必着 
■その他／調理備品（調理台とガスコンロ２基）、調理用手洗いの水は主催者で用意。その他必
要な備品、道具、食器類（直径約２２㌢皿２枚を含む）はすべて参加者でご用意ください。調理時
間は盛り付けまでで２０分（※事前の材料の下ごしらえは可）。料理は１人分１皿で２人分（２皿）
を作ります。 

み　そ 

譖
岡
崎
青
年
会
議
所
 

９
月
公
開
例
会
 

「
和
の
心
で
広
げ
よ
う
！
 

　
　
　
　
　
　
地
域
の『
絆
』」
 

市
民
協
働
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

「
わ
た
し
が
変
わ
り
、 

　
　
　
　
ま
ち
が
変
わ
る
 

〜
や
ろ
ま
い
！
参
加
・
協
働
・
自
治
」
 

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
愛
知
病
院
 

公
開
講
座
 

�
　

９
月
１５
日
貅
　
午
後
６
時
２０
分
〜
９
時
１０

分
（
５
時
５０
分
受
付
開
始
）　
�
　

岡
崎
商
工
会

議
所
大
ホ
ー
ル
（
竜
美
南
１
丁
目
）
�
　

　

第
１

部
　

緑
丘
学
区
で
の
活
動
な
ど
を
発
信
「
和
の

心
の
大
切
さ
を
地
域
か
ら
学
ぶ
」
第
２
部
　

対

談
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
　
被
災
体
験
か
ら
学

ぶ
」
第
３
部
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
顔

の
見
え
る
人
間
関
係
が
地
域
を
創
る
」
�
　

１

０
０
人
　

�
　

無
料
　

�
　

フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
で
①

９
月
例
会
参
加
希
望
②
住
所
③
氏
名
④
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
０
８
７
４
　
市
内
竜
美

南
１
丁
目
２
番
地
　
譖
岡
崎
青
年
会
議
所
事
務

局
へ
　


　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.okazaki-

jc
.o
rg

）
で
案
内
チ
ラ
シ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
 

　

譖
岡
崎
青
年
会
議
所
事
務
局
 

　


５３�

5
0
4
5
　�

５３�

5
1
4
9
 

      �
　

９
月
１０
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０

分
（
１
時
開
場
）
�
　

せ
き
れ
い
ホ
ー
ル（
朝
日

町
）
�
　

�
　

基
調
講
演
「（
仮
）参
加
・
協
働
・

自
治
が
持
つ
可
能
性
」
・
明
治
大
学
助
教
授
　

牛
山
久
仁
彦
氏
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�
　

５
０
０
人
　



　

申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。
 

　

市
民
協
働
推
進
課
事
業
推
進
班
 

　


２３�

6
6
6
1
 

    �
　

９
月
１０
日
貍
　
午
後
２
時
〜
４
時
　

�
　

岡

崎
市
医
師
会
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー（
竜
美
西
１

丁
目
）
�
　

�
　

テ
ー
マ
「
が
ん
診
療
と
地
域

医
療
」
講
演
①
「
よ
く
あ
る
病
気
の
最
先
端
」・

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
愛
知
病
院
地
域
医
療
支
援
室
 

つ
く
 

市政だより  おかざき  2005年（平成17年）9月1日 14おわびと訂正　市政だより８月１５日号１４ページ「平成１８年度住民税の主な改正点」 
①定率控除による減税額の改正後を７㌫→７．５㌫に訂正します。 



メニューのレパートリーが充実す
ると毎日が豊かに！ 
家庭で手軽にできる料理を学びます。 
※午前・夜間の内容は同じです。 

家 庭 料 理 
［午　前］ 野中　陽子 

広瀬　輝美 

子安奈緒美 

火曜日 
午前１０時 
～正午 

３６人 

家 庭 料 理 
［夜　間］ 

火曜日 
午後６時３０分 
～８時３０分 

３６人 

嵯峨の御所から始まった古い伝統
を初歩から学びます。 

生 け 花 
［嵯峨御流］ 

夫馬　文代 

１４，０００円 

１４，０００円 

１４，０００円 
水曜日 

午後６時３０分 
～８時３０分 

２０人 

正しい呼吸とツボの応用で、心身
のバランスを整え、ゆっくりとした
動作で最大の効果を引き出します。 

健 美 操 野田　豊美 ３００円 
水曜日 

午後６時３０分 
～８時３０分 

５５人 

表千家流茶道の基本を初歩から学
び、物の大切さ、人と人との和、相
手を敬う心を培います。 

茶　　　　道 
［表千家］ 

田島　年子 ６，０００円 
木曜日 

午後６時３０分 
～８時３０分 

２０人 

２０人 

正しい姿勢とリズムに乗った全身
運動で楽しい健康作りをします。 エアロビクス 畔柳　美鳥 ３００円 

木曜日 
午後６時３０分 
～８時３０分 

５５人 

日常生活にすぐに役立つ、基本的
な着付け、帯結びなどを学びます。 着物着付け 小島　久枝 ３，５００円 

金曜日 
午後６時３０分 
～８時３０分 

金曜日 
午後６時３０分 
～８時３０分 

２５人 

調心・調息・調身をより重視した気
功太極拳で、年齢を問わず生涯の
健康法を学びます。 

日常の暮らしの中にある季節の花
や青果を描き、言葉を添えた楽しく
ほのぼのとした絵手紙を学びます。 

やさしい絵手紙 

楊名時太極拳 稲垣　照子 

７，０００円 
土曜日 
午前１０時 
～正午 

３０人 

健 康 体 操 

高木　節子 

土曜日 
午後１時３０分 
～３時３０分 

５５人 初心者でも簡単な動作で心身をリ
フレッシュできます。 本田千津子 ３００円 

５００円 

講座名 内　　　容 講師名 
（敬称略） 教材費 開設曜日 

時間 
募集 
人員 

第
１３
回
敬
老
芸
能
祭
 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 

短
期
集
中
講
座
 

秋
の
花
の
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
作
り
 

講
習
会
 

親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
特
別
講
座
 

モ
ビ
ー
ル
を
作
ろ
う
 

働
く
婦
人
会
館
定
期
講
座
 

�
　

１０
月
〜
３
月
（
各
講
座
２０
回
）
�
　

市
内
在

住
、
在
勤
の
女
性
（
学
生
は
除
く
）
。
各
講
座

と
も
初
め
て
受
講
す
る
か
た
を
優
先
　

�
　

無
料

（
教
材
費
は
実
費
負
担
。
原
則
と
し
て
途
中
で

の
払
い
戻
し
は
し
ま
せ
ん
）
�
　

往
復
は
が
き

に
①
希
望
す
る
講
座
名
②
郵
便
番
号
③
住
所
④

氏
名（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
職
業
（
市
外
在

住
の
か
た
は
勤
務
先
名
）
⑦
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
４４４
…
０
０
７
８
　
市
内
伊
賀
新
町
１０
番

地
３
　
働
く
婦
人
会
館
「
定
期
講
座
」
係
へ
。

９
月
２０
日
貂
必
着
。
１
講
座
に
つ
き
１
枚
の
み
。

連
名
不
可
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
　

�

①
申
込
が
定
員
の
半
数
以
下
の
講
座
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
②
受
講
中
の
お
子
さ
ん

の
同
伴
は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な

お
、
同
伴
の
場
合
は
付
き
添
い
が
な
く
て
も
談

話
室
で
静
か
に
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
お
子
さ
ん

に
限
り
ま
す
③
記
入
漏
れ
が
あ
る
と
抽
選
に
参

加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　

働
く
婦
人
会
館�

２３�

2
9
6
3

長
　
橋
本
淳
　

講
演
②
「
乳
が
ん
治
療
最
前
線
」・

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
　
乳
腺
科
部
医
長

水
谷
三
浩
　

�
　

参
加
は
自
由
で
無
料
 

　

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
愛
知
病
院
 

　

事
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ�

２１�

6
2
5
1
 

   �
　

９
月
１５
日
貅
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３

時
　

�
　

高
年
者
セ
ン
タ
ー
岡
崎
２
階
集
会
室
（
美

合
町
）
�
　

敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
講
座
受
講

生
の
舞
台
発
表
（
詩
吟
・
民
踊
・
太
極
拳
・
歌

謡
）
と
生
バ
ン
ド
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
　

�
　

送

迎
バ
ス
あ
り
。
迎
え
＝
六
所
神
社
前
発
（
午
前

９
時
・
１１
時
３０
分
）
、
送
り
＝
高
年
者
セ
ン

タ
ー
発
（
午
後
３
時
３０
分
）
 

　

高
年
者
セ
ン
タ
ー
岡
崎�

５５�

0
1
1
6
 

    �
　

９
月
１７
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　

�
　

お

か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
・
親
子
造
形

セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
（
岡
町
）
�
　

風
に
揺
れ

る
モ
ビ
ー
ル
を
作
る
　

�
　

小
学
生
以
上
（
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
	
　

２５
人（
先
着
順
）

�
　

６
０
０
円
　

�
　

９
月
８
日
貅
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
。
 

　

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
 

　�

５３�

3
5
1
1
 

    �
　

９
月
２４
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
、
２５
日
豸

午
前
１０
時
　

�
　

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
（
下

青
野
町
）
�
　

ス
ス
キ
や
ヘ
ン
リ
ー
ヅ
タ
な
ど

紅
葉
も
楽
し
め
る
秋
の
寄
せ
植
え
作
り
。
肥
料

や
土
に
関
す
る
こ
と
か
ら
管
理
方
法
ま
で
わ
か

り
や
す
く
指
導
　



　

日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

ッ
ト
協
会
認
定
講
師
　
太
田
康
徳
氏
　

	
　

各
２４

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
、
当
選
者
の

み
連
絡
）
�
　

３
８
０
０
円
（
講
習
料
一
式
）

�
　

直
接
来
店
か
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
で
①
希

望
日
時
（
ど
ち
ら
で
も
よ
い
可
）
②
郵
便
番
号

③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑤
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
０
２
４
４

市
内
下
青
野
町
字
天
神
７７
番
地
　
ふ
れ
あ
い
ド

ー
ム
岡
崎
「
寄
せ
植
え
」
係
へ
。
９
月
１７
日

貍
必
着
 

　

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
 

　�

４３�

0
1
2
3
　�

４３�

0
1
2
2
 

    �
　

�
　

�
　

３
級
　

①
ガ
イ
ダ
ン
ス（
事
前
指
導
）

／
９
月
２４
日
貍
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０

分
②
集
中
講
座
／
１０
月
８
日
貍
　
午
前
１０
時

〜
午
後
５
時
、
１
万
５
千
円
③
模
擬
試
験
／
１１

月
１２
日
貍
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分
、

７
千
円
　

２
級
　

①
ガ
イ
ダ
ン
ス
／
９
月
２４
日
貍

午
前
１１
時
〜
正
午
②
集
中
講
座
／
１０
月
１５
日

貍
・
２９
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
、
２

万
５
千
円
③
模
擬
試
験
／
１１
月
１２
日
貍
　
午

後
１
時
３０
分
〜
５
時
３０
分
、
７
千
円
。
※
ガ

イ
ダ
ン
ス
は
受
講
申
込
を
さ
れ
た
か
た
の
み
参

加
。
１１
月
２７
日
豸
の
商
工
会
議
所
検
定
試
験

に
対
応
　

�
　

岡
崎
商
工
会
議
所
（
竜
美
南
１
丁

目
）


　

Ｋ
２
Ｔ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
任
講

師
　

	
　

各
２０
人
　

�
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
申
込

書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　

岡
崎
商
工
会
議
所
会
員
サ
ー
ビ
ス
担
当
 

　�

５３�

6
1
6
4
　�

５３�

0
7
0
0
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シビックセンター　� 7 2� 5 1 1 1

コロネット X'masコンサート 
〜子どもから大人まで楽しめる、クリスマスファンタジーの世界へ〜

■日時／１２月２３日豢　Ⅰ部　午後１時開演（０時３０分開場） 
　　　　　　　　　　Ⅱ部　午後４時開演（３時３０分開場） 
■場所／シビックセンターコンサートホール・コロネット
　（羽根町） 
■内容／曲目…きよしこの夜、クリスマスメドレー、ディズ
ニー・メドレー、交響曲第９番第４楽章「歓びの歌」、
Sing Sing Sing。出演…金管五重奏「レディースブラス」 

■定員／４２１人（全席自由、定員を超えた場合は抽選） 
■入場料／無料 

■申込方法／往復はがきに①希望公演（Ⅰ部・Ⅱ部のどち
らか）②代表者の郵便番号・住所③応募者全員の氏名・
年齢（代表者に○印、１枚に５人まで、１人１席）④代
表者の電話番号を記入し、〒４４４…０８１３　市内羽根町
字貴登野１５番地　シビックセンター「コロネットX'mas
コンサート」係へ。１０月３１日豺消印有効 
■その他／公演内容などが一部変更になる場合があります。
公共交通機関をご利用ください。 

市
民
セ
ン
タ
ー
の
市
民
講
座
 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
お
知
ら
せ
 

ふ
れ
あ
い
岡
崎
'０５
福
祉
ま
つ
り
 

音
訳（
初
級
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

養
成
講
座
 

 

�
　

９
月
２５
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
（
雨

天
決
行
）
�
　

福
祉
会
館
及
び
駐
車
場
（
市
役

所
東
隣
）
�
　

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
要
約
筆
記
・

点
字
・
手
話
・
車
い
す
ガ
イ
ド
ほ
か
）
、
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
（
紙
ト
ン
ボ
・
折
り
紙
・
細
工

風
船
ほ
か
）
、
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
（
み
た
ら
し

だ
ん
ご
・
お
好
み
焼
き
・
う
ど
ん
・
風
船
つ
り

ほ
か
）
、
芸
能
コ
ー
ナ
ー
（
楽
団
演
奏
・
大
正

琴
・
民
謡
・
民
舞
ほ
か
）
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
バ
ザ
ー
、
朝
市
な
ど
　

�

駐
車
場
の
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　

社
会
福
祉
協
議
会�

２３�

8
7
0
5
 

   　

岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
（
岩
津
町
）
 

　

子
ど
も
体
験
講
座
「
日
本
を
体
験
し
よ
う
」
 

�
　

９
月
１７
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
　

�

着
物
や
抹
茶
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
和

の
楽
し
さ
を
味
わ
う
　

�
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
和
遊
楽
座
会

員
　

	
　

小
中
学
生（
保
護
者
同
伴
も
可
）


２０

人
（
当
日
先
着
順
）
�
　

５
０
０
円
（
教
材
費
）
 

　

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
（
羽
根
町
）
 

「
聴
く
力
を
つ
け
る
」
 

�
　

１０
月
７
日
・
１４
日
・
２１
日
・
２８
日
の
各
金

曜
日（
全
４
回
）
　

午
前
１０
時
〜
正
午
　

�
　

学

び
あ
い
岡
崎
　
小
島
三
彦
氏
　



　

２０
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
�
　

無
料
　

�
　

往
復

は
が
き
に
①
講
座
名
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
職
業
⑧
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
０
８
１
３
　
市
内

羽
根
町
字
貴
登
野
１５
番
地
　
南
部
市
民
セ
ン
タ

ー
へ（
電
話
申
込
不
可
）。
９
月
２２
日
貅
必
着



　

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー�

５１�

１
５
７
９
 

　

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
（
山
綱
町
）
 

「
週
末
お
と
こ
の
ク
ッ
キ
ン
グ
」
 

�
　

１０
月
８
日
・
２２
日
、
１１
月
１２
日
・
２６
日
、

１２
月
１０
日
の
各
土
曜
日（
全
５
回
）
　
午
前
１０

時
〜
正
午
　

�
　

料
理
研
究
家
　
三
羽
千
恵
子
氏



　

２４
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
�

３
５
０
０
円
（
教
材
費
）
　

�
　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ

き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
　

�
　

往
復
は
が
き
に
①

講
座
名
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
職
業
⑧
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
４４４
…
３
５
１
３
　
市
内
山
綱
町
字
天

神
２
番
地
９
　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

申
込
不
可
）
。
９
月
３０
日
貊
必
着
　



　

東
部

市
民
セ
ン
タ
ー�
４８�

２
９
２
２
 

　

六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー
（
下
青
野
町
）
 

　

子
ど
も
体
験
講
座
「
着
物
の
ハ
ギ
レ
で
 

　

ブ
ロ
ー
チ
を
つ
く
ろ
う
」
 

�
　

１０
月
８
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
　

�
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
和
遊
楽
座
会
員
　

	
　

小
中
学
生

（
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）


　

２０

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
�
　

３
０

０
円
（
教
材
費
）
�
　

は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

筆
記
用
具
　

�
　

往
復
は
が
き
に
①
講
座
名
②
郵

便
番
号
③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
・
小
学
４

年
生
以
下
は
保
護
者
の
名
前
も
）
⑤
学
年
⑥
性

別
⑦
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
０
２
４
４

　
市
内
下
青
野
町
字
天
神
６４
番
地
　
六
ツ
美
市

民
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
申
込
不
可
）。
９
月
２７

日
貂
必
着
　



　

六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー�

４３

�

２
５
１
０
 

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班�

２３�

6
4
3
3
 

    �
　

９
月
３０
日
〜
１２
月
９
日
　
第
２
・
第
４
金

曜
日（
全
６
回
）
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
　

�
　

福
祉
会
館
３
階
視
聴
覚
室
（
朝
日
町
）

�
　

視
覚
障
害
者
へ
の
音
訳
・
録
音
の
基
礎
技

術
を
習
得
し
、
受
講
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
か
た
を
養
成
　



　

２０
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
�
　

５
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
）
�
　

往

復
は
が
き
に
①
氏
名
②
住
所
③
年
齢
④
性
別
⑤

電
話
番
号
⑥
受
講
動
機
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
０

０
２
２
　
市
内
朝
日
町
３
丁
目
２
番
地
　
社
会

福
祉
協
議
会
「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

係
へ
。
９
月
２０
日
貂
必
着
 

　

社
会
福
祉
協
議
会�

２３�

8
7
0
5
 

   　

第
２１
回
岡
崎
市
総
合
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
 

　

大
会
 

�
　

１０
月
２
日
豸
　
午
前
９
時
開
会
式
　

�
　

岡

崎
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
明
大
寺
町
）
�
　

部
門

／
一
般
の
部
（
男
女
別
）
	
　

開
催
要
項
で
確

認
　

�
　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
〒
４４４
…
０
８
５
４
　
市
内
六
名
本
町
７
番

地
　
体
育
協
会
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
」
係
へ
。

９
月
９
日
貊
必
着
。
要
項
、
申
込
用
紙
は
市
役

所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
福
祉
会
館
４
階
）
、
市

体
育
館
（
六
名
本
町
）
に
あ
り
ま
す
。
 

　

第
１１
回
岡
崎
フ
ッ
ト
サ
ル
カ
ッ
プ
 

�
　

１０
月
１６
日
豸
・
２３
日
豸
　
午
前
９
時
試
合

開
始
　

�
　

岡
崎
中
央
総
合
公
園
多
目
的
広
場
（
高 
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選挙管理委員会　�2 3� 6 0 3 9

�22�7777

9月11日は、 

国政と暮らしをつなぐ 
この一票 

忘れずに投票しましょう。 

詳しくは市ホームページ 

または電話・FAXサービス 

（選挙の案内は７４３）をご利用ください。 

（http://www.city. 
　　　okazaki.aichi.jp） 

衆議院議員総選挙の 
投票日です。 

Ｍ２１Ａ 

Ｍ３５Ａ 

Ｍ５０Ａ 

Ｍ６０Ａ 

Ｍ１８ 

Ｍ１５ 

ＭＮ 

Ｍ２１Ｂ 

Ｍ３５Ｂ 

M５０B

W２１A 

 

W５０A 

 

W１８ 

W１５ 

WN

W２１B 

 

W５０B

年齢制限無し 

３５歳以上 

５０歳以上 

６０歳以上 

１６歳～１８歳・高校生相当 

１３歳～１５歳・中学生相当 

年齢制限無し 

小学生 

家　族 

一　般 

小学３年生以上の小学生チーム 

小学生を含むチーム 

小学生・家族以外のチーム 

個　　人 

グループ 
（２人～５人） 

男　子 女　子 備　　考 

※１：Ａ…上級　Ｂ…中級　Ｎ…初級 ※２：平成１８年３月３１日までに達する年齢 

はじめようパソコン操作 
＆インターネット 

ワードゆっくり入門 

ワードで役立つお知らせ作り 

エクセル入門 

エクセルゆっくり入門 

エクセル関数活用 

インターネット活用 

年賀状作成 

デジカメ入門 

年賀状作成＆デジカメ 

 

簡単なホームページ作成 

パワーポイント 

シニア向けパソコン講座 

ワード入門 

①１０／３～　月木　　朝　②１０／３～　月木　昼 

③１０／３～　月木　　夜　④１１／１～　火金　朝 

⑤１１／２５～　火金　　夜　⑥１２／２～　火金　朝 

⑥１０／８～　土日　朝昼 

①１０／２７～　月木　　朝　②１０／２７～　月木　夜 

③１０／２２～　土日　朝昼 

①１０／４～　火金　　昼 

①１２／５～　月木　　昼 

①１０／４～　火金　　朝　②１０／１８～　火金　夜 

③１２／１０～　土日　朝昼 

①１１／１５～　火金　　昼 

①１１／１５～　火金　　夜 

②１０／３０～　　日　　朝昼 

①１０／２７～　月木　　昼　②１２／１６～　火金　夜 

①１１／２１～　月木　　昼 

①１０／４～　火金　　夜　②１１／７～　月木　昼 

①１１／２８～　月木　　朝　②１１／２８～　月木　夜 

③１１／２６～　土日　朝昼 

①１１／２２～　火金　　朝　②１２／１５～　月木　昼 

③１０／２９～　　土　　朝昼 

①１１／１２～　土日　朝昼 

①１０／３～　月水　　朝 

 

２時間×６回 

 

６時間×２回 

２時間×８回 

６時間×２回 

２時間×１２回 

２時間×３回 

２時間×８回 

６時間×２回 

２時間×１０回 

２時間×３回 

６時間×１回 

２時間×２回 

２時間×４回 

２時間×４回 

２時間×６回 

６時間×２回 

２時間×３回 

６時間×１回 

６時間×２回 

２時間×２０回 

 

１４，０００円 

 

１４，０００円 

２０，０００円 

１６，０００円 

２６，０００円 

８，０００円 

２０，０００円 

１６，０００円 

２４，０００円 

８，０００円 

８，０００円 

６，０００円 

１０，０００円 

１０，０００円 

１４，０００円 

１４，０００円 

８，０００円 

８，０００円 

１６，０００円 

４７，０００円 

講　　座　　名 日　　　時 回　　数 料金 
（テキスト代含む） 岡

崎
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー
　
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
講
座（
１０
月
〜
１２
月
） 

隆
寺
町
）
�
　

部
門
／
①
一
般
の
部
②
男
女
混

合
の
部
　
※
申
込
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
は
合
同

と
す
る
場
合
あ
り
　

�
　

開
催
要
項
で
確
認
　

�

４８
チ
ー
ム（
先
着
順
）
�
　

１
チ
ー
ム
８
千
円（
球

１
個
、
傷
害
保
険
料
込
み
）
�
　

９
月
７
日
貉

〜
２５
日
豸
に
市
体
育
館
に
あ
る
申
込
用
紙
で
。

詳
し
く
は
開
催
要
項
を
　

�
　

岡
崎
サ
ッ
カ
ー
協

会
　
亀
田
宅�
２１	

２
１
３
１
　



　

１０
月
２
日

豸
午
後
７
時
か
ら
市
体
育
館
第
１
会
議
室
で
監

督
会
議
を
開
催
 

　

第
３
回
岡
崎
市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
 

�
　

１０
月
１６
日
豸
※
雨
天
決
行
　

�
　

東
公
園
集

合
（
欠
町
）
�
　

個
人
の
部
＝
小
学
生
以
下
無

料
、
１８
歳
以
下
３
０
０
円
、
一
般
５
０
０
円
。

グ
ル
ー
プ
＝
小
学
生
以
下
無
料
、
家
族
・
一
般

５
０
０
円
　

�
　

は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
①
種
別

②
氏
名
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
名
（
代
表
者
明
記
）

③
住
所
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４

…
０
８
５
４
　
市
内
六
名
本
町
７
番
地
　
体
育

協
会
「
第
３
回
岡
崎
市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会
」
係
へ
。
９
月
３０
日
貊
必
着
　



　

当
日

も
受
付
し
ま
す
が
、
参
加
料
が
変
わ
り
ま
す
。

要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
要
項
は
市
役
所

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と
市
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。
 

                      　

体
育
協
会�

５３	
7
6
4
4
 

　

Ｅ
メ
ー
ル:o-taikyo@

m
2.catvm

ics.ne.jp

�
　

朝
＝
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
４０
分
　
昼
＝

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
４０
分
　
朝
昼
＝
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分
　
夜
＝
午
後
６

時
３０
分
〜
８
時
４０
分
　

�
　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
南
隣
）
３
階
パ
ソ
コ
ン

研
修
室
ま
た
は
２
階
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　

�

２４
人
（
「
デ
ジ
カ
メ
入
門
」
は
２０
人
、
「
シ
ニ

ア
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
は
５
人
）
※
開
催
最

低
人
数
に
達
し
な
い
場
合
は
中
止
に
な
る
場
合

あ
り
　

�
　

直
接
ま
た
は
電
話
で
岡
崎
情
報
開
発

セ
ン
タ
ー
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
３

階
）
へ
　



　

受
講
終
了
時
に
次
回
受
講
時
に
使

用
で
き
る
割
引
券
を
発
行
 

　

岡
崎
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー�

２６	

2
7
1
1
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住宅資金などの 
融資あっせん 

・常時受け付けています。 

・固定利率ですので、契約後は市中

金利が変動しても返済計画を変更

することがないため、安心です。 

制　度 

住宅資金 

建築 

譲渡 

新築、増築など 

修繕、模様替 

中古（土地付き） 

分譲（土地付き） 

住宅をかさ上げするとき 

既設不良塀の改良のとき 

木造住宅の耐震補強工事を 
するとき 

災害、傷病、入学、結婚、出 
産、死亡、住宅修繕、転居に 
伴う代金などで一時的に資金 
調達が困難なかた 

災害防止 
工事資金 

生活資金 

生活特定 
資　　金 

対　　　　象 限度額 期間 利　率 保証人 取扱金融機関 担保 

宅　　　　　　地 

１，５００万円 

１，２００万円 

１，５００万円 

２，０００万円 

１，５００万円 

２５年 

以内 

５年以内 
年２．４％ 
 

２５年以内 
年３．１％ 

年２．２％ 

年２．２％ 

年２．２％ 

１５年 

５年 

５年 

３年 

３００万円 

１００万円 

５０万円 

３０万円 

２人または 
信用保証 

要 

要 

不要 

不要 

２人または 
信用保証 

信用保証 

信用保証 

１人 

岡崎信用金庫 
市内本支店 

岡崎信用金庫 
本　　　　店 

東海労働金庫 
岡 崎 支 店 

安全安心課市民相談班 
� 2 3� 6 4 9 3

〜
 

月　日 テ　ー　マ 講師（敬称略） 

教授 
藪谷あや子 

ユニバーサル・デザイン 
とは何だろう 

消費社会の中で 
どう生きるか 

南西諸島の植物地理 

水がつくる地球環境 

 

中央アジアの環境問題 

情報と環境 

１０月１５日 
貍 

１０月２２日 
貍 

１０月２９日 
貍 

１１月１９日 
貍 

１１月２６日 
貍 

１２月３日 
貍 

助教授 
山根　卓二 

教授 
片山　幸士 

教授 
奥田　　栄 

助教授 
長井　正博 

助教授 
藤井　伸二 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

※時間／午前１０時～正午 

ブ
ラ
ジ
ル
教
室
参
加
者
募
集
 

第
３
回
子
育
て
講
座
 

自
宅
で
き
の
こ
を
つ
く
っ
ち
ゃ
お
う
 

〜
ヒ
ラ
タ
ケ
・
ナ
メ
コ
の
 

　
　
　
　
　
菌
床
栽
培
教
室
〜
 

ゆ
か
り
の
ま
ち
関
ヶ
原
 

歴
史
探
訪
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
 

市
民
カ
レ
ッ
ジ
大
学
開
放
講
座
 

  �
　

１０
月
１
日
〜
平
成
１８
年
３
月
末
の
毎
土
曜

日（
１２
月
２４
日
・
３１
日
、
２
月
１１
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
　

�
　

外
国
人
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー（
上
六
名
３
丁
目
）
�
　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
系

外
国
人
市
民
を
対
象
と
し
た
日
本
語
指
導
　

�

初
級
①
３０
人
、
初
級
②
２０
人
、
中
級
１０
人
（
先

着
順
）
�
　

６
千
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
１

０
０
円
）
�
　

９
月
１４
日
貉
・
２１
日
貉
・
２８
日

貉
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
外
国
人

交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。 

　

外
国
人
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　�

５９	

2
7
5
1
 

    �
　

１０
月
９
日
豸
　
午
前
８
時
３０
分
＝
市
役
所

集
合
、
午
後
５
時
ご
ろ
＝
市
役
所
着
・
解
散

�
　

関
ヶ
原
古
戦
場
跡
を
始
め
、
徳
川
家
康
公

ゆ
か
り
の
各
種
史
跡
や
文
化
施
設
な
ど
を
、
関

ヶ
原
町
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
と
も

に
訪
問
　



　

市
内
在
住
の
か
た
で
、
過
去
の
同

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
な
い
か
た
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
�
　

５
５
０
円
（
入
場
料
・

保
険
代
）
�
６０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）
�
　

往
復
は
が
き
に
参
加
希
望
者
全
員

の
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
４４４

…
８
６
０
１
　
市
役
所
秘
書
課
渉
外
班
「
関
ヶ

原
歴
史
探
訪
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
係
へ
。

グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
は
２
人
ま
で
。
１
組
１
枚

に
限
る
。
９
月
１５
日
貅
必
着
　

�
　

抽
選
会
／
９

月
２２
日
貅
午
前
１０
時
、
市
役
所
第
１
・
２
委
員

会
室
（
本
館
４
階
）
※
抽
選
会
へ
の
ご
来
場
は

自
由
で
す
が
、
当
選
・
落
選
に
は
一
切
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
結
果
は
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
代

表
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　

秘
書
課
渉
外
班�

２３	

6
0
0
9
 

   �
　

１０
月
１３
日
貅
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
　

�
　

総

合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
八
帖
北
町
・
城
北

保
育
園
３
階
）
�
　

レ
ン
ジ
を
使
っ
た
手
づ
く

り
お
や
つ
　

�
　

親
子
３０
組
（
先
着
順
）
�
　

２

０
０
円
　

�
　

９
月
２６
日
豺
午
前
９
時
〜
２８
日

貉
に
電
話
で
。
 

　

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　�

２６	

0
7
0
6
 

     �
　

１０
月
２３
日
豸
　
午
前
の
部
＝
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分
、
午
後
の
部
＝
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
　

�
　

農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
（
東
阿
知
和

町
）
�
　

自
分
で
菌
床
培
地
を
作
成
し
、
自
宅

で
培
養
・
収
穫
を
体
験
。
ま
た
、
バ
イ
オ
セ
ン

タ
ー
で
培
養
し
た
菌
床
培
地
を
持
ち
帰
り
、
１２

月
か
ら
収
穫
　



　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

か
た
（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
�
　

各
部

２０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
�
　

３

０
０
円
　

�
　

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
①
希

望
の
部
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
４４４
…
２
１
１
２
　
市
内
東
阿

知
和
町
字
乙
カ
１１６
番
地
　
農
業
バ
イ
オ
セ
ン

タ
ー
「
自
宅
で
き
の
こ
を
つ
く
っ
ち
ゃ
お
う
」

係
へ
（
１
枚
２
人
ま
で
）
。
９
月
２６
日
豺
必
着

�
　

作
業
の
で
き
る
服
装
で
。
 

　

農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
 

　�

４６	

4
4
9
0
　�

４６	

4
4
6
5
 

   �
　

人
間
環
境
大
学（
本
宿
町
）
�
　

７０
人
（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
�
　

無
料
　

�
　

往

復
は
が
き
に
①
共
通
テ
ー
マ
／
「
環
境
」
多
様

な
位
相
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
職
業
⑧
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
４４４
…
８
６
０
１
　
市
役
所
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
班
へ
。
９
月
２０
日
貂
消
印
有
効
。

１
人
１
枚
　

�
　

４
回
以
上
出
席
さ
れ
た
か
た
に

修
了
証
授
与
 

               　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班�

２３	

6
4
3
3

市政だより  おかざき  2005年（平成17年）9月1日 18



松井　信潔 

日下　雅楓 

高橋　宗恵 

服部キヨノ 

半田　和子 

安藤　寛子 

石原たつ子 

永谷　昌子 

佐藤　詠子 

鈴木ひろ子 

高橋　恵月 

日下　栄翠 

中島　芳雄 

中村　陽子 
松本　久子 

後藤スミ子 

谷　眞由美 

畔柳　香風 

清水　朗子 

広瀬　輝美 

 
 

 
 

火曜日 
全１４回 

 
 

 
 

 
 

 
 

水曜日 
全１４回 

 
 

 
 

 
 

 
 

木曜日 
全１４回 

 
 

 
 

 
 
 

金曜日 
全１４回 

２０人 

１５人 

１５人 

４０人 

２４人 

２０人 

１５人 

２０人 

２０人 

２４人 

２０人 

１５人 

２０人 

２０人 

２４人 

２０人 

２０人 

３０人 

２４人 

１３，０００円 

１３，０００円 

７，５００円 

－　 

９，５００円 

５，０００円 

２，０００円 

７，０００円 

４，０００円 

９，５００円 

１３，０００円 

７，５００円 

５，０００円 

１，５５０円 

９，５００円 

４，０００円 

４，０００円 

１，０００円 

９，５００円 

講　座　名 講　座　の　内　容 

【　定　　期　　講　　座　】 

【　短　　期　　講　　座　】 

講師名 
（敬称略） 

開講日 
など 定員 教材費 

グリップ・スタンスの基本から基礎技術をマスター 

生活のなごみの花として、四季の花々と出会い、立体
華、平面華、デザイン華、茶花を活け楽しく学ぶ 

実習を通して茶に親しみ、覚えておくとよい常識的マ
ナーを学ぶ 

ジャズダンスの基礎を学び、振り付けは、楽しく踊り
ましょう 

季節の食材を生かした家庭料理と簡単なおやつ作りを
学ぶ 

毛筆の基本から文部科学省認定試験（３～２級）受験ま
でを学ぶ 

ふだん着から訪問着までの着付け及び帯むすびの実習
と日常的マナーを学ぶ 

原形、基礎から実技までの実習及び文部科学省検定が
受験できるまでを学ぶ 

英語の聞き取りが苦手なかたのために、日常英会話をリ
スニング中心に学ぶ 

季節の家庭料理と簡単なお菓子づくりの基本を学び、人
との交流を楽しむ 

基本となる直体、斜体の盛花から、自由花（創作）その他、
基礎から実技を学ぶ 

煎茶席の作法、歳時記の名称学習、茶・花・菓子の四季感
を味わう。手軽にできる点前を学ぶ 

基礎知識から応用技法まで、描く楽しさを分かりやすく
学ぶ 

手話の基礎から簡単な日常会話までをマスター 

旬の食材を生かして、健康的で手軽で簡単な家庭料理
とおやつづくりを学ぶ 

日常生活において、よく使用される会話を中心に、わか
りやすく学ぶ 

つけペン・ボールペン・筆ペンを使って、ペン習字の基本
から文部科学省認定試験（３～２級）受験までを学ぶ 

美しいからだと、美しい心を育てる 

会話を楽しみながら旬の食材を取り入れ、簡単に手早く
できる料理のコツを伝授 

初 歩 ゴ ル フ  

は な  
（ 雅 楓 流 ） 

茶 道  
（ 宗 偏 流 ） 

ジ ャ ズ ダ ン ス  

火 曜 料 理  

毛 筆  

き も の 着 付  

手 編  

トラベル英会話 

水 曜 料 理  

い け ば な  
（ 池 　 坊 ） 

せ ん 茶  
（ 松 月 流 ） 

絵 画 入 門  

手 話  

木 曜 料 理  

はじめての英会話 

ペン・筆ペン習字 

エ ア ロ ビ ク ス  

金 曜 料 理  

山闢　道子 

中川美智子 

土曜日 
全９回 

２５人 

１６人 

２，０００円 

８，０００円 

日常生活を営むうえで必要な各種マナーについて学ぶ 

季節のお菓子づくりとお茶を楽しむ 

暮らしのマナー 

お 菓 子 づ く り  

せんちゃ 

い 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
講
座
 

�
　

１１
月
〜
平
成
１８
年
３
月
（
短
期
講
座
は
平

成
１８
年
１
月
ま
で
）
　
午
後
７
時
〜
９
時
　

�

市
内
在
住
・
在
勤
の
３０
歳
未
満
の
勤
労
青
少
年

（
中
・
高
校
生
を
除
く
）
�
　

無
料
（
教
材
費

は
実
費
負
担
）
�
　

往
復
は
が
き
に
①
講
座
名

②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦

職
業
ま
た
は
勤
務
先
（
住
所
が
市
外
の
か
た
は

勤
務
先
名
称
及
び
所
在
地
）
⑧
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
４４４
…
０
８
５
８
　
市
内
上
六
名
３
丁

目
３
番
地
７
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
「
講
座
」

係
へ
。
９
月
２５
日
豸
消
印
有
効
。
１
講
座
１
枚

�
　

①
料
理
講
座
（
お
菓
子
づ
く
り
を
除
く
）及

び
同
一
曜
日
開
催
の
講
座
は
、一
つ
し
か
申
込

が
で
き
ま
せ
ん
②
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

ま
た
、
申
込
者
が
少
な
い
講
座
は
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
③
初
歩
ゴ
ル
フ
講
座
は
、
市

内
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
実
施
し
ま
す
。 

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

５１�

4
1
0
4
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
 

知
的
障
害
者
施
設
の
設
置
・
 

運
営
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
の
 

募
集
 

大
気
監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

追
加
募
集
 

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
 

貸
し
付
け
 

広
げ
よ
う
子
育
て
支
援
の
輪
 

「
地
域
で
支
え
る
子
育
て
」
 

　

学
生
の
皆
さ
ん
へ
 

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
特
例
制
度
 

　
国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
２０
歳
か

ら
６０
歳
に
な
る
す
べ
て
の
か
た
が
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２０
歳
以
上
の
学
生
の
か

た
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
前
年
の
収

入
が
な
か
っ
た
り
、
一
定
の
所
得
金
額
以
下
で

あ
っ
た
り
し
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
に
は
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
し
た
年
度
末
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
 

　

申
請
で
き
る
学
生
の
か
た
 

①
大
学
（
大
学
院
含
む
）
、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど

（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
も
含
み

ま
す
。
学
校
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い
各

種
学
校
、
予
備
校
、
海
外
の
学
校
は
対
象
外
。

各
種
学
校
は
個
別
に
定
め
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
）
に
在
学
す
る
２０
歳
以
上

の
学
生
②
本
人
の
前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
 

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
 

①
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

②
老
齢
基
礎
年
金
額
を
増
や
し
た
い
か
た
は
、

１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
（
追
納
）

こ
と
が
で
き
ま
す
（
猶
予
さ
れ
た
年
度
か
ら
２

年
を
過
ぎ
る
と
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
が
つ

き
ま
す
）
③
特
例
期
間
中
に
発
生
し
た
病
気
や

け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は
、
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　

申
請
に
必
要
な
も
の
 

①
印
鑑
②
学
生
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も

の
（
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
）
 

　

申
請
場
所
 

市
役
所
国
保
年
金
課
年
金
班
（
本
館
２
階
）
ま

た
は
各
支
所
 

　

国
民
年
金
を
増
や
し
た
い
か
た
へ
 

　

上
乗
せ
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
充
実
し
た
老
後
生
活
を
送
る
た
め
、
国
民
年

金
を
増
や
す
に
は
、
次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
 

　

付
加
年
金
 

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
希
望
す

る
か
た
は
、
定
額
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円

の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
１
カ
月
あ
た
り
２

０
０
円
で
計
算
さ
れ
た
額
が
老
齢
基
礎
年
金
に

加
算
さ
れ
ま
す
（
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ

る
か
た
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）
。
 

　
加
入
申
込
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
国

保
年
金
課
年
金
班
へ
。
 

　

国
民
年
金
基
金
 

　
国
民
年
金
基
金
は
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

し
て
給
付
す
る
制
度
で
す
。
加
入
で
き
る
か
た

は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
す
が
、

免
除
を
受
け
て
い
る
か
た
、
農
業
者
年
金
に
加

入
し
て
い
る
か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

基
金
に
加
入
す
る
と
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
加
入
申
込
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
県
国
民
年
金

基
金（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�

０
１
２
０�

４
３

６
３
７
３
）
へ
。
 

　

国
保
年
金
課
年
金
班�

２３�

6
1
7
1
 

     �
　

第
２
次
障
害
者
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
計

画
し
て
い
る
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
の
設

置
・
運
営
　

�
　

４
月
１
日
現
在
、
愛
知
県
内
で

現
に
知
的
障
害
者
更
生
施
設
な
ど
を
運
営
し
て

い
る
法
人
　

�
　

９
月
１
日
貅
〜
３０
日
貊
に
市
役

所
社
会
福
祉
課
（
本
館
１
階
）
へ
。
 

　

社
会
福
祉
課
施
策
班�

２３�

6
1
5
5
 

    　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

は
保
育
施
設
へ
の
送
迎
や
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
に

よ
る
一
時
的
な
預
か
り
な
ど
、
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
行
い
た
い

人
（
援
助
会
員
）
が
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
活
動
す
る
事
業
で
す
。
活
動
に
対
す
る
報

酬
は
、
依
頼
会
員
か
ら
援
助
会
員
に
一
定
の
金

額
を
支
払
い
ま
す
。
 

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
 

　

交
流
会
 

�
　

１０
月
２２
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　

�
　

甲

山
会
館
（
六
供
町
）
�
　

人
形
劇
観
劇
な
ど
 

　

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
担
当 

　�

８７�

5
0
5
0
 

    　
高
校
、
大
学
に
在
学
し
て
い
る
子
の
い
る
母

子
・
寡
婦
家
庭
に
、
修
学
資
金
（
無
利
子
）
の

貸
し
付
け
、
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
た
貸
付
制

度
（
一
部
利
息
あ
り
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
貸
付
条
件
や
限
度
額
、
償
還
に
つ
い
て
は
母

子
自
立
支
援
員
が
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　

児
童
家
庭
課
児
童
育
成
班�

２３�

6
7
4
5
 

    �
　

大
気
中
の
二
酸
化
窒
素
を
測
定
す
る
た
め
、

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ッ
ジ
を
軒
下
な
ど
に
取
り
付
け
、

回
収
し
提
出
　

�
　

１０
人
程
度
（
１
家
庭
で
１
個

程
度
）
�
　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
環
境
調
査
セ
ン

タ
ー
へ
。
９
月
２０
日
貂
必
着
　

�
　

フ
ィ
ル
タ
ー

バ
ッ
ジ
を
渡
す
時
に
取
り
付
け
方
法
な
ど
を
説

明
し
ま
す
。
濃
度
の
測
定
は
環
境
調
査
セ
ン
タ

ー
が
行
い
、
測
定
結
果
を
と
り
ま
と
め
各
人
に

通
知
し
ま
す
。
９
・
１２
月
、
平
成
１８
年
３
月
の

３
回
行
い
ま
す
。
 

　

環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
 

　�

５７�

0
5
3
0
　	

５７�

0
5
3
1
 

　

Ｅ
メ
ー
ル:k

a
n
k
y
o
.c
h
o
s
a
@
c
ity
. 

　o
k
a
za
k
i.a
ic
h
i.jp
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介護保険課給付班 
� 2 3� 6 6 8 2

施設給付のうち居住費、食費は保険給付の対象外となり自己負担となります。 
居住費とは、施設の利用代（減価償却費）＋電気・ガス・水道などの光熱水費に相当する費用 
　　　　　　※個室、ユニットや多床室など居住環境によって異なります。 
食費とは、食材料費＋調理コストに相当する費用 
　　　　　　※栄養管理は保険給付対象となります。 
自己負担となる施設及びサービス 
　○特別養護老人ホーム（特養）・老人保健施設（老健）・療養病床の３施設における居住費と食費 
　○短期入所生活介護・短期入所療養介護（ショートステイ）における滞在費と食費 
　○通所介護（デイサービス）と通所リハビリテーション（デイケア）における食費　 

介護保険制度改正のお知らせ② 

制度改正に伴う低所得者対策 
に関する問い合わせは、市役 
所介護保険課（福祉会館１階）・ 
各介護保険施設・各居宅介護 
支援事業所へ。 

そのほか次のような低所得対策も行われます。 
・旧措置入所者の経過措置の延長など 
・社会福祉法人による利用者負担の減免の運用改善 

高額介護サービス費の上限額が一部見直しされます。 

居住費・食費が自己負担になります。 

　低所得の人の施設利用が困難とならないように、申請することにより、低所得の人は所得に応じた負担限度額まで
を自己負担し、残りの基準費用額との差額分は介護保険から給付されます（特定入所者介護サービス費）。 

低所得の人には負担限度額が設けられます。 

［現行］ ［１０月から］ 
生活保護受給者等 

市民税世帯非課税等 

一般世帯（低所得者でない者） 

第１段階 
第２段階 
第３段階 
第４段階 

１．５万円 

２．５万円 

３．０万円 

２．５万円 

４．０万円 

５．４万円 

ー 

ー 

ー 

１．０万円 

１．５万円 

２．４万円 

利用者 
負担段階 

利用者負担 
合　　計 

利用者負担内訳 

居住費 食費 １割負担 

（第１～３段階 
　以外の人） 

１５，０００円 

２４，６００円 

３７，２００円 

［現行］ 

利用者負担／第１段階 

利用者負担／第２段階 

利用者負担／第３段階 

利用者負担／第４段階 

１５，０００円 

１５，０００円 

２４，６００円 

３７，２００円 

全額自己負担した場合 
の平均的な費用の額 
（基準費用額） 

居　　　　　住　　　　　費 

ユニット型準個室 従来型個室 

（特養と短期入所生活介護１，１５０円） 

多床室 
食費 

ユニット型個室 

１，９７０円 １，６４０円 
１，６４０円 

３２０円 １，３８０円 

基準費用額（施設の平均的な費用１人あたり日額） 

利用者負担段階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

本人及び世帯員が住民税非課税であって、 
老齢福祉年金の受給者、生活保護の受給者 

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額は、（　）内の金額となります。 

本人及び世帯員が住民税非課税であって、 
合計所得金額と課税年金収入額が８０万円以下 

本人及び世帯員が住民税非課税であって、 
合計所得金額と課税年金収入額８０～２６６万円以下 

居住費等の負担限度額 
ユニット型 
準個室 

従来型 
個室 多床室 

食費の 
負担限度額 ユニット型 

個室 

８２０円 

８２０円 

１，６４０円 

４９０円 

４９０円 

１，３１０円 

４９０円 

４９０円 

１，３１０円 

（３２０円） 

（４２０円） 

（８２０円） 

０円 

３２０円 

３２０円 

３００円 

３９０円 

６５０円 

１日あたりの利用者負担限度額 

（例）特養の多床室を利用した場合の利用者負担（月額）の変化 

１．５万円 
１．５万円 
２．５万円 

２．９万円 

２．５万円 
３．７万円 
５．５万円 

８．１万円 

０万円 
１．０万円 
１．０万円 

１．０万円 

１．０万円 
１．２万円 
２．０万円 

４．２万円 

利用者負担 
合　　計 

利用者負担内訳 

居住費 食費 １割負担 

［１０月から］ 

１０月から施設サービス利用時の 
利用者負担が見直しされます。 
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33/8

34/8

33/7

擺鍍論 

34/6

33/8

33/7

34/2

恠幣卅 

34/1

34/7

2:/9

33/8

鍍論 

29/9

: 

 

蕚
 

33/1

33/5

申
!!!罰
!!攤
!釡
!恠
!!!嵶
 

蕚貢迢鍍論 

31/6

32/9

32/6

32/6

31/:

恠互互 

31/2

: 

 

31

32/3

恠!!鍍!論 

: 

 

2:/8

小 針 町  小 針 町  

2丁目 
1丁目 

3丁目 

2丁目 
1丁目 

3丁目 
神田川公園 

小針公園 

神明の森公園 

小針公園 

神明の森公園 

字神田 

字亀ヶ渕 

字松山 

神田川公園 

字神田 

字亀ヶ渕 

字松山 

変更区域 
字界 

N

変
更
前
 

小
針
町
字
土
井
畔
の
全
部
 

小
針
町
字
神
田
、字
的
場
、字
 

松
山
の
各
一
部
 

小
針
町
字
的
場
の
一
部
 

小
針
町
字
馬
々
西
の
一
部
 

小
針
町
字
的
場
の
一
部
 

小
針
町
字
馬
々
西
、字
神
田
、 

字
松
山
、字
的
場
、字
油
デ
ン
 

の
各
一
部
 

小
針
町
字
的
場
、字
城
跡
、字
 

北
畑
、字
松
山
、字
油
デ
ン
の
 

各
一
部
 

小
針
町
１
丁
目
 

小
針
町
２
丁
目
 

小
針
町
３
丁
目
 

小
針
町
字
神
田
 

小
針
町
字
亀
ケ
渕
 

小
針
町
字
松
山
 

変
更
後
 

小
針
土
地
区
画
整
理
事
業
に
 

伴
う
字
名
変
更
 

家
の
緑
を
街
の
緑
に
 

都
市
計
画
公
園
変
更
案
の
縦
覧
 

八
帖
地
区
計
画
の
原
案
の
縦
覧
 

屋
外
広
告
物
を
正
し
く
表
示
し
て
 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
 

努
め
ま
し
ょ
う
 

　
９
月
２
日
貊
に
、
岡
崎
小
針
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
処
分
の
公
告
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
公
告
に
よ
り
、
９
月
３
日
貍
か
ら
字
名

が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
土
地

の
地
番
も
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

                           　

区
画
整
理
課
組
合
指
導
室
換
地
班
 

　�

２３�

6
2
8
1
 

  �
　

９
月
７
日
貉
〜
２０
日
貂
　
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
１５
分
　

�
　

平
日
＝
市
役
所
都
市
計

画
課
（
北
館
１
階
）
、
９
月
１０
日
貍
・
１１
日
豸

＝
諏
訪
公
民
館（
八
帖
町
）
�
　

こ
の
原
案
に
係

る
区
域
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
利
害
関
係
を
有

す
る
か
た
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
市

長
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
 

　

都
市
計
画
課
計
画
１
班�

２３�

6
2
6
0
 

   �
　

追
加
す
る
公
園
／
御
小
屋
西
公
園
（
橋
目

町
）
�
　

９
月
７
日
貉
〜
２１
日
貉
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）
　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
　

�
　

市
役
所
公
園
緑
地
課
（
北
館
１

階
）
�
　

こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
か
た

は
、
縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
に
市
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　

公
園
緑
地
課
計
画
班�

２３�

6
3
9
9
 

   　
生
け
垣
づ
く
り
・
花
の
ま
ち
づ
く
り
・
屋
上

な
ど
の
緑
化
に
補
助
金
を
出
し
ま
す
。
 

　

生
け
垣
づ
く
り
 

�
　

市
内
の
市
街
化
区
域
内
の
宅
地
、
ま
た
は

市
街
化
調
整
区
域
内
で
緑
化
計
画
の
定
め
ら
れ

た
住
宅
地
開
発
区
域
内
で
新
た
に
生
け
垣
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
か
た
　

�
　

補
助
対
象
物
　

①

生
垣
用
樹
木
②
垣
根
用
資
材
③
設
置
費
用
　

補

助
条
件
　

宅
地
の
周
辺
の
道
路
に
沿
っ
た
場
所

に
作
る
生
け
垣
で
、
樹
木
の
高
さ
は
８０
㌢
以
上
、

生
け
垣
１
㍍
当
た
り
２
本
以
上
植
栽
。
生
け
垣

の
延
長
は
連
続
し
て
３
㍍
以
上
。
設
置
後
５
年

間
は
生
け
垣
の
保
全
育
成
に
努
め
る
こ
と
（
現

在
あ
る
生
け
垣
の
作
り
替
え
は
対
象
外
）
補
助

金
額
　

１
㍍
当
た
り
２
千
円
、
総
額
５
万
円
を

限
度
（
限
度
額
以
下
の
経
費
で
作
る
こ
と
が
で

き
た
場
合
は
、
そ
の
額
が
補
助
金
額
）
 

　

花
の
ま
ち
づ
く
り
 

�
　

市
内
の
市
街
化
区
域
内
で
、
道
路
に
沿
っ

た
建
物
を
使
用
す
る
か
た
が
、
５
戸
以
上
連
続

し
て
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
団
体
　

�
　

補
助

対
象
物
　

①
プ
ラ
ン
タ
ー
及
び
取
り
付
け
金
具

②
植
栽
用
土
③
草
花
ま
た
は
花
木
　

補
助
条
件
　

道
路
か
ら
展
望
で
き
る
場
所
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
草
花
ま
た
は
花
木
を
植
栽
。
設
置
後

３
年
間
は
管
理
育
成
に
努
め
る
こ
と
　

補
助
金

額
　

経
費
の
３
分
の
２
の
額
と
し
、
プ
ラ
ン
タ

ー
１
組
当
た
り
３
千
円
を
限
度
と
し
、
１
戸
当

た
り
３
万
円
を
限
度
 

　

屋
上
な
ど
の
緑
化
 

               �
　

市
内
の
市
街
化
区
域
内
で
建
物
の
屋
上
及

び
壁
面
の
緑
化
を
行
う
か
た
　

�
　

補
助
対
象
物
　

①
緑
化
用
植
物
②
植
栽
マ
ス
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、

登
は
ん
資
材
③
植
栽
用
土
④
設
置
費
用
　
補
助

条
件
　
建
物
の
屋
上
に
常
緑
の
樹
木
ま
た
は
地

被
植
物
を
主
体
と
し
た
面
積
３
平
方
㍍
以
上
 

（
３０
㌫
以
上
を
樹
木
）
の
植
栽
。
建
物
の
壁
面

に
常
緑
の
つ
る
性
植
物
を
主
体
と
し
た
面
積
３

平
方
㍍
以
上
の
植
栽
。
設
置
後
５
年
間
は
保
全

育
成
に
努
め
る
こ
と
　

補
助
金
額
　

経
費
の
３
分

の
２
の
額
と
し
、
５０
万
円
を
限
度
（
経
費
は
屋

上
緑
化
１
平
方
㍍
当
た
り
５
万
円
、
壁
面
緑
化

１
平
方
㍍
当
た
り
１
万
円
を
限
度
）
 

　

共
　
通
 

�
　

緑
化
施
設
を
設
置
す
る
前
に
、
市
役
所
公

園
緑
地
課
（
北
館
１
階
）
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
（
設
置
後
の
申
請
は

対
象
外
）
 

　

公
園
緑
地
課
計
画
班�

２３�

6
3
9
9
 

     　
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
、
色
と
り
ど
り
の
広

告
物
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
広
告
物
は
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
、
都
市
の
風

景
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に
は
美

的
配
慮
が
乏
し
く
、
目
立
つ
こ
と
だ
け
を
追
求

し
た
広
告
物
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
最
近
で
は
、
周
辺
環
境
に
調
和
し
た
質
の
高

い
広
告
物
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境
に
配
慮
し
た
広

告
物
は
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
 

　
市
で
は
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
い
て
屋
外

広
告
物
（
看
板
）
の
許
可
事
務
・
取
り
締
ま
り

を
行
っ
て
お
り
、
定
期
的
に
屋
外
広
告
物
の
パ

ト
ロ
ー
ル
、
簡
易
な
違
反
広
告
物
の
除
却
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
９
月
１０
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」
で
す
。
街

路
樹
や
電
柱
な
ど
の
立
看
板
・
は
り
紙
な
ど
は
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N

マルヤス工業 

三菱自動車工業 
岡崎工場 

フタバ 
産業 

北野小学校 

矢作北 
小学校 

県
道
豊
田
安
城
線 

至豊田 

日名橋 

岡崎大橋 

矢
作
川 

至豊田 

県
道
岡
崎
環
状
線 

開

通

区

間

 

県道名古屋岡崎線 

９
月
１３
日
貂
か
ら
 

県
道
名
古
屋
岡
崎
線
 

バ
イ
パ
ス
開
通
 

優
良
従
業
員
の
表
彰
に
つ
い
て
 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
外
広
告
物
を
出
す
と

き
は
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　

都
市
計
画
課
都
市
景
観
班�

２３�

6
2
6
1
 

     �
　

区
間
／
橋
目
町
字
御
小
屋
西
（
県
道
豊
田

安
城
線
）
〜
橋
目
町
字
家
下
（
県
道
名
古
屋
岡

崎
線
）
�
　

延
長
１
６
４
１
㍍
、
幅
員
３０
㍍
　

�

県
西
三
河
建
設
事
務
所�

２７�

２
７
４
８
 

　

都
市
計
画
課
計
画
２
班�

２３�

6
2
5
8
 

   　
１１
月
２３
日
の
「
勤
労
感
謝
の
日
」
に
優
良

従
業
員
な
ど
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
 

�
　

①
商
工
業
優
良
従
業
員
＝
商
業
対
象
者
は

５
年
以
上
、
工
業
対
象
者
は
１０
年
以
上
同
一
事

業
所
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
か
た
（
所
属
団
体

長
の
推
薦
が
必
要
）
②
技
術
開
発
な
ど
の
功
労

者
＝
新
技
術
並
び
に
製
品
の
研
究
、
開
発
、
職

場
の
省
力
化
な
ど
の
分
野
で
顕
著
な
業
績
を
上

げ
、
中
小
企
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
（
所

属
団
体
長
の
推
薦
が
必
要
）
③
優
良
新
聞
配
達

少
年
少
女
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
新
聞
配

達
す
る
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
に
在
学
中
の

か
た
（
勤
務
す
る
新
聞
店
の
推
薦
が
必
要
）

�
　

９
月
３０
日
貊
必
着
。
な
お
、
８
月
下
旬
に

各
商
工
業
の
団
体
な
ど
の
代
表
者
あ
て
に
該
当

者
の
推
薦
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
 

　

商
工
労
政
課
労
政
班�
２３�
6
3
5
1

市政だより  おかざき  2005年（平成17年）9月1日 23

岡崎墓園のお墓参りは 
名鉄バス（臨時増発）で 

9／22貅～24貍 

■運転区間　東岡崎駅⇔岡崎墓園 
■運賃（片道）　大人　４９０円、小人　２５０円 

岡崎墓園管理事務所 
� 4 6� 3 2 6 0△

 

△
 

●
　

東
岡
崎
 

●
　

明
大
寺
町
 

●
　

康
生
町
 

●
　

篭
田
公
園
前
 

●
　

中
伝
馬
 

●
　

市
役
所
口
 

●
　

徳
王
神
社
前
 

●
　

中
町
 

●
　

若
宮
町
 

●
　

西
欠
町
 

●
　

洞
町
 

●
　

洞
町
東
 

●
　

岡
崎
東
病
院
前
 

●
　

大
平
駒
場
 

●
　

中
央
総
合
公
園
口
 

●
　

高
隆
寺
 

●
　

や
す
ら
ぎ
公
園
 

（
岡
崎
墓
園
） 

●
　

東
公
園
口
 

●
　

殿
橋
 

１４：３０ 
↓ 

１４：５６ 

１３：２６ 
↓ 

１３：５２ 

１１：３０ 
↓ 

１１：５６ 

１０：２６ 
↓ 

１０：５２ 

９：５５ 
↓ 

１０：２１ 

９：１１ 
↓ 
９：３７ 

８：１１ 
↓ 
８：３７ 

東 岡 崎 発 

岡崎墓園着 

１５：２７ 
↓ 

１５：５２ 

１４：１７ 
↓ 

１４：４２ 

１２：２９ 
↓ 

１２：５４ 

１１：２５ 
↓ 

１１：５０ 

１０：５５ 
↓ 

１１：２０ 

１０：１０ 
↓ 

１０：３５ 

９：１０ 
↓ 
９：３５ 

岡崎墓園発 

東 岡 崎 着 

● ● ● 　岡崎墓園墓地利用者のかたへ 　 ● ● ●  

　あなたの墓地に雑草が生えていませんか。ほかの墓地の迷惑にな 
らないように、適切な管理をしてくださるようお願いします。 

　岡崎墓園へお墓参りをされるかたのために、９月２２日貅から２４日貍までの 
３日間、お彼岸の臨時増発バスが１日７往復運行されますのでご利用ください。 

平成17年 

平成16年 

比 較 

1,599件 

1,728件 

－129件 

人身 
事故 
件数 

4人 

7人 

－3人 

死者 負傷者 

死　傷　者 

計 

2,032人 

2,170人 

－138人 

2,036人 

2,177人 

－141人 

区　分 

車　い　す 

電動車いす 

エアーマット 

そ　の　他 

譲りたい人 

1件 

3件 

0件 

5件 

必要な人 

5件 

2件 

1件 

4件 

8月1日現在の 
福祉機器リサイクル事業 
登録状況 

�23-8938

�23-6145

7月末現在の 
岡崎市内の交通事故状況 

平成17年 

平成16年 

比 較 

2,528件 

2,126件 

402件 

953件 

1,055件 

－102件 

554件 

694件 

－140件 

4,035件 

3,875件 

160件 

非侵入犯 乗物犯 侵入犯 総 数 

地域福祉サービスセンター 

岡崎地区献血推進協議会事務局 
社会福祉課援護班 

7月末現在の 
岡崎市内の窃盗犯発生件数 

献血にご協力ください 

400裨・成分献血へのご協力お願いします。 

●●●  視聴覚ライブラリー ●●●  

9月の 
自作ビデオ放映予定 

注：死者数は、事故発生から24時間以内に死亡した人です。 

※その他につきましては、サービスセンターへお問 
　い合わせください。 
※福祉機器を「譲りたい人」「必要な人」は登録 
　してください。 
※費用は有料の場合もあります。 

受付時間　10:00～13:00、14:00～17:45 
（成分献血は10:00～12:00、14:00～17:00） 
休日　毎週金曜日 

岡崎献血ルーム（東岡崎駅南館５階） 
�52�1800

※午前１１時から約１時間 

期間 市民課ロビー 市民ロビー 
8/29～ 
　　9/2
9/5～ 
　　9/9
9/12～ 
　　9/16
9/20～ 
　　9/22

石にかける思い 
－日本初、女性石工の挑戦－ 

未来城下町おかざき 
－中心市街地－ 

ダチョウ牧場 
－畜産の新しい試み－ 

9/26～ 
　　9/30

養鶏農家の努力 
－安くておいしい玉子を作るために－ 

どぶろく祭りを伝える 

９月定例市議会 

どぶろく祭りを伝える 

石にかける思い 
－日本初、女性石工の挑戦－ 

ある食品工場の挑戦 
－味噌からの出発－ 

９月２日貊 
１０：００～１1：３０ 

１2：3０～１5：３０ 
岡崎シビックプラザ 

月・日（曜） 時　　間 場　　　所 



市民課窓口班　� 2 3� 6 1 3 0
市民税課市民税１班　� 2 3� 6 0 8 2

資産税課総務班　� 2 3� 6 1 0 7
納税課収入整理班　� 2 3� 6 1 2 5

各種証明書交付サービスをご利用ください 
土曜窓口サービス 
■実施日及び時間／毎週土曜日　午前９時～午後０時３０分（１２
月２９日～翌年１月４日を除く） 

■場所／市役所土曜窓口サービスカウンター（本館２階） 
■種類／コンピューターから直接打ち出しのできるもの 
　市民課関係＝住民票の写し、住民票記載事項証明書、印鑑登
録証明書、戸籍全部・個人事項証明書（戸籍謄抄本）、戸籍の
附票の写し（除附票を除く）、身元証明書、登録原票記載事項
証明書（特記事項の必要な証明書を除く） 

　市民税課関係＝課税（所得）証明書、事業所等証明書、軽自動
車課税台帳記載事項証明書 

　資産税課関係＝固定資産課税台帳登録事項証明書（物件証
明書、評価証明書、公課〈評価・税額〉証明書、償却資産証明書）、
名寄帳 

　納税課関係＝納税証明書（完納の場合に限る。また、法人市民
税・事業所税を除く）、軽自動車税納税証明書（車検用） 

　※届出日などにより交付できない場合あり 
■その他／転入・転居など住所の異動届や印鑑の登録・廃止など
の手続きはできません。また、各証明書とも交付申請資格やお持
ちいただくもの（印鑑・印鑑登録証・領収証書・代理権授与通知
書など）が異なります。詳しくは、平日時間内に各担当課までお問
い合わせください。 

休日コーナー（郵送サービス） 
■実施日／毎週土・日曜日、祝日 
■場所及び時間／①市役所市民ロビー（本館２階）・午前８時３０分
～午後５時１５分②支所を併設する会館施設・開館時間中 

■種類／戸籍全部・個人事項証明書（戸籍謄抄本）、住民票の写

し、住民票記載事項証明書、所得証明書、納税証明書 
■交付方法／当日は申請の受付のみを行い、後日作成し発送します。 
■その他／印鑑、手数料及び返信用切手をお持ちください。詳しく
は市民課窓口班へ。 

電話予約サービス 
■受付時間／平日の午前８時３０分～午後５時１５分 
■交付時間／平日＝午後５時１５分～９時、休日＝午前８時３０分～
午後９時 

■交付場所／市役所宿直室（本館１階）、休日の午前８時３０分～
午後５時１５分については市役所日直室（本館２階）※交付の際、
運転免許証・健康保険証など本人と確認できるものを忘れずに
お持ちください。なお、印鑑登録証明書については、印鑑登録証
も必ずお持ちください。 
■種類 
①住民票の写し・印鑑登録証明書 
　予約できるかた＝本人または本人と同一世帯に属するかた（印
鑑登録証明書については、すでに印鑑登録証をお持ちのかたを
対象、予約時に登録番号を確認します） 

　申込先＝市民課窓口班　手数料＝各１通２００円 
②軽自動車税納税証明書 
　予約できるかた＝使用の本拠の位置が岡崎市の車両で車検用
に証明を必要とされるかた 

　申込先＝納税課収入整理班　手数料＝無料 

我
が
家
の
 

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ト
募
集
 

南
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
 

市
民
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

出
張
相
談
会
 

今
月
の
女
性
相
談
 

�
　

１０
月
４
日
貂
　
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時
　

�

北
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
な
ご
み
ん
（
西
蔵

前
町
）
�
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
へ
の
参
加
促
進
及
び

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
健
全
な
団
体
運
営
の
支
援
を
目
的
に
、

活
動
の
実
務
に
精
通
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
個
別
相
談
（
会
計
・
労
務
な
ど
の
専
門
事
項

を
除
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
全
般
）
�
　

８
組（
１
時
間

に
つ
き
１
組
、
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
、
先
着

順
）　
�
　

無
料
　

�
　

９
月
７
日
貉
か
ら
電
話
で

市
民
協
働
推
進
課
へ
。
 

　

市
民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
班
 

　�

２３	

6
4
9
1
 

    �
　

９
月
１８
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
　

�

上
地
学
区
市
民
ホ
ー
ム（
上
地
３
丁
目
）
�
　

交

流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
考
え
る
　

�
　

５０
人
程

度
　



　

申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ
。
 

　

市
民
協
働
推
進
課
事
業
推
進
班
 

　�

２３	

6
6
6
1
 

    �
　

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
を
記
念

し
て
、
家
庭
で
見
つ
け
た
「
男
女
共
同
参
画
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
　

応
募
規
定
　

９
月
〜
１２

月
に
撮
影
し
た
作
品
で
、
未
発
表
の
も
の
。
キ

ャ
ビ
ネ
ま
た
は
２
Ｌ
（
余
白
可
）
。
単
写
真
の

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
デ
ジ
タ
ル
処
理
不
可
）。

１
人
３
点
ま
で
　

�
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
か
た
　

�
　

タ
イ
ト
ル
・
撮
影
日
・
撮
影
場
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
応
募
票
（
自
作
可
）

を
作
品
裏
に
張
り
付
け
し
、
市
役
所
青
少
年
女

性
課
（
本
館
７
階
）
へ
。
１２
月
２８
日
貉
必
着



　

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
②
応
募
作

品
の
使
用
権
は
市
側
に
あ
る
も
の
と
し
ま
す
③

優
秀
作
品
は
原
版
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

④
肖
像
権
の
了
解
は
必
ず
得
て
お
い
て
く
だ
さ

い
⑤
応
募
作
品
は
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
（
本
館

２
階
）
及
び
働
く
婦
人
会
館（
伊
賀
新
町
）
で

展
示
。
優
秀
作
品
は
女
性
情
報
誌
「
き
ら
り
」

な
ど
に
啓
発
用
写
真
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。
 

　

青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班
 

　�

２３	

6
2
2
2
 

   　

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
 

�
　

９
月
２４
日
貍
・
２８
日
貉
　
午
後
２
時
〜
４

時
　

�
　

働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新
町
）
�
　

市

内
在
住
、
在
勤
の
女
性
　

�
　

相
談
員
／
弁
護
士

牧
野
守
氏
（
２４
日
）
、
高
钁
美
奈
氏
（
２８
日
）

�
　

予
約
制
。
９
月
８
日
貅
午
前
８
時
３０
分
か

ら
、
電
話
で
働
く
婦
人
会
館
へ（
先
着
順
、
定

員
４
人
）
。
当
日
受
付
不
可
　



　

相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
。
初
め
て
の
か
た
優
先
 

　

働
く
婦
人
会
館�

２３	

2
9
6
3
 

 　

女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談
 

�
　

９
月
１２
日
豺
・
２１
日
貉
・
２６
日
豺
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
　

�
　

１２
日
・
２６
日
／
福
祉
会

館
２
階
相
談
室
（
朝
日
町
）
、
２１
日
／
働
く
婦

人
会
館
　

�
　

家
庭
内
の
不
和
や
い
ざ
こ
ざ
、
夫

の
暴
力
、
結
婚
・
離
婚
・
男
女
問
題
、
そ
の
他
、

人
に
言
え
な
い
悩
み
ご
と
な
ど
　



　

県
女
性
相

談
セ
ン
タ
ー
西
三
河
駐
在
室�

２７	

２
７
１
９
、

当
日�

２１	

５
５
４
７
（
１２
・
２６
日
）
、�
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市内在住の英語圏外国籍市民向けの情報コーナー September  2005

S.Lineker,CIR　市国際交流員  セラ・ジャネット・リネカー 

　The next population census will be conducted on October 1, 2005. The population census provides the national 
government with basic information about the individuals and households which constitute the population of Japan. 
This information is fundamental to the workings of the government, and your cooperation is greatly appreciated. 
　The population census is carried out in accordance with Japanese law. Every person residing in Japan, regardless of 
nationality, is subject to the census. If you will have lived in the City of Okazaki for 3 months or more as of October 1, 
2005, you are required to participate in the census, regardless of whether or not you are registered as a legal resident. 
○　Census Date
Midnight on Saturday, October 1, 2005.
○　Content
A. Information on Individual Residents (12 questions) 
　The following information will be asked of each member of your household:
Name, gender, date of birth, relationship to head of household, marital status, nationality, employment status, hours 
worked, employer's name, type of employment, position, location of workplace or school. 
B. Household Information (5 question)
　Type of household, number of members, type of residence, total floor area of residence, construction of domicile. 
○　Distribution and Collection of Census Forms
　The representative for your area will distribute the relevant forms between September 23 and September 30. Please 
fill in all information for yourself and your household as it will be on October 1, 2005. Sometime on or after October 1, 
the representative will come to collect your forms. 

＊　Census forms are available in the following foreign languages:
　English, Korean, Chinese, Portuguese, Spanish, Thai, Tagalog (Filipino), Malaysian, Farsi, Vietnamese, Bengali, 
Burmese, French, German, Russian, Urdu, Romanian and Hindi. If you would like information in one of these 
languages, please contact our main office ( the kokusei chosa jisshi hombu jimukyoku ) at 23-6032. Alternatively, you 
can access our web site: http://www.city.okazaki.aichi.jp/yakusho/ka1005/ka500.htm

The Population Census　〈国勢調査〉 

環
境
白
書
を
発
行
し
ま
し
た
 

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び
 

予
備
講
習
会
 

テ
レ
ビ
放
送
受
信
障
害
の
 

対
策
終
了
 

２３�

２
９
６
３
（
２１
日
）
�
　

相
談
無
料
、
秘

密
厳
守
。
相
談
の
予
約
も
受
付
 

　

青
少
年
女
性
課
男
女
共
同
参
画
班
 

　�

２３�

6
2
2
2
 

    　

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

�
　

１０
月
３０
日
豸
　

�
　

名
古
屋
工
学
院
専
門
学

校
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）
�
　

種
類
／
乙
種
全

類
及
び
丙
種
　

�
　

９
月
２６
日
豺
〜
３０
日
貊
、
受

験
願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
（
朝
日
町
）、
消

防
署
各
署
所
、
県
西
三
河
事
務
所
（
明
大
寺
本

町
）で
。
 

　

予
備
講
習
会
 

�
　

１０
月
１５
日
貍
　
午
前
９
時
　

�
　

福
祉
会
館

６
階
ホ
ー
ル
（
朝
日
町
）
�
　

１
５
０
人
（
先

着
順
）
�
　

４
千
円
　

�
　

受
講
料
を
添
え
て
消

防
本
部
予
防
課
ま
た
は
消
防
署
各
署
所
へ
。
 

　

予
防
課
危
険
物
班�

２１�

9
8
6
3
 

   �
　

１０
月
２５
日
貂
〜
２８
日
貊
　

�
　

県
産
業
貿
易

会
館
本
館
（
名
古
屋
市
中
区
）
�
　

消
防
法
に

定
め
ら
れ
て
い
る
一
定
の
防
火
対
象
物
の
管
理

に
つ
い
て
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
点
検

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習

会
　

	
　

一
定
の
資
格
を
有
す
る
か
た
　

�
　

２
０

０
人
（
先
着
順
）
�
　

４
万
５
千
円
　

�
　

９
月

５
日
豺
〜
３０
日
貊
に
、
消
防
本
部
予
防
課（
朝

日
町
）
・
各
消
防
署
所
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
〒
４６０
…
０
０
０
８
　
名
古
屋

市
中
区
栄
１
│
２３
│
１３
　
伏
見
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

６
階
　
譛
名
古
屋
市
防
災
管
理
公
社
・
防
火
管

理
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
　



　

譛
名
古
屋
市
防
災
管

理
公
社�

０
５
２�

２
２
３�

４
４
７
５
　

�

申
請
書
は
譛
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.fe
s
c
.o
r.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

　

予
防
課
予
防
調
査
班�

２１�

9
8
5
9
 

    　
名
古
屋
局
・
岐
阜
局
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
受
信
障
害

対
策
を
、
１１
月
３０
日
貉
で
終
了
し
ま
す
。
 

　
現
在
、
テ
レ
ビ
の
画
質
低
下
な
ど
受
信
障
害

が
あ
る
場
合
は
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
デ
ジ
タ
ル
波
に
よ
る
障
害
対
策
の
費
用
は

国
が
負
担
し
ま
す
。
 

�
　

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

　

譖
電
波
産
業
会
 

　

愛
知
・
三
重
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー 

　�

0
1
2
0�
1
2
4�

8
2
6
（
無
料
） 

   

　
本
市
の
環
境
に
関
す
る
平
成
１６
年
度
の
状

況
を
ま
と
め
、
白
書
と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。
 

�
　

環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
実
績
と

進
捗
状
況
、
公
害
の
現
況
（
大
気
汚
染
、
水
質

汚
濁
、
土
壌
汚
染
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
騒
音
、

悪
臭
、
地
盤
沈
下
、
交
通
公
害
、
化
学
物
質
な

ど
）
、
ご
み
の
状
況
な
ど
　

�
　

閲
覧
及
び
配
布

／
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
本
館
２
階
）、

環
境
総
務
課
（
福
祉
会
館
５
階
）
、
各
支
所
で

閲
覧
と
概
要
版
の
無
償
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
環
境
総

務
課
の
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

　

環
境
総
務
課
環
境
管
理
班�

２３�

6
6
8
5
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応募方法／はがきに「答」と郵便番号、
住所、氏名、電話番号、年齢、職業、市政
だよりの感想などを明記のうえ、〒444-
8601　市役所広報課広報班まで。は
がきは１人１枚とし、正解者の中から５
人のかたに図書券を贈呈。 
　7月１日号の応募総数は８４人で、抽
選の結果、加藤あさ子（舞木町）、加藤
めぐみ（大和町）、高木美幸（明大寺町）、
平岩千晴（上和田町）、牧野君子（六
供町）の皆さんに図書券を送ります。 

国が警戒宣言を発令するのは 
東海地震○○情報のとき？ 

（9月30日必着） 

７月１日号の答 ： OICC（オーイック） 

問題 

生
涯
学
習
情
報
誌
 

（
平
成
１７
年
度
後
期
） 

を
発
行
し
ま
し
た
。 

市
営
住
宅
空
家
待
機
者
 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
伊
賀
山
 

空
家
待
機
者
　
常
時
募
集
中
 

研
究
紀
要
　
第
１
号
を
発
刊
 

環
境
基
本
条
例（
案
） 

意
見
募
集
結
果
の
公
表
 

秋
の
交
通
安
全
市
民
運
動
 

平
成
１７
年
度
第
１
回
 

商
品
試
買
量
目
調
査
会
の
結
果
 

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
 

９
月
４
日
〜
１０
日
は
 

「
救
急
医
療
週
間
」
 

　
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
本
館
２
階
）、

環
境
総
務
課
（
福
祉
会
館
５
階
）
で
公
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
 

　

環
境
総
務
課
総
務
班�

２３�

6
2
7
1
 

     　
空
き
家
待
機
者
常
時
募
集
は
、
今
後
の
空
き

家
発
生
が
予
想
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い
て
、
先
着

順
に
受
付
を
し
、
空
き
家
が
発
生
し
た
つ
ど
、

受
付
順
位
に
従
っ
て
入
居
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
 

　

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
班�

２３�

6
3
2
0
 

   �
　

新
た
な
視
点
か
ら
学
芸
員
が
調
査
研
究
を

重
ね
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
。
美
術
部

門
＝
当
館
所
蔵
の
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
作
「
ダ

リ
の
太
陽
」
に
つ
い
て
、
博
物
部
門
＝
岡
崎
藩

の
寛
政
改
革
に
つ
い
て
　

�
　

１
冊
８
０
０
円

�
　

美
術
博
物
館
（
高
隆
寺
町
）
で
販
売
 

　

美
術
博
物
館�

２８�

5
0
0
0
 

     　
市
の
関
係
機
関
が
１０
月
か
ら
３
月
ま
で
に
実

施
す
る
事
業
を
ま
と
め
た
情
報
誌
を
発
行
し
ま

し
た
。
 

　
講
座
・
展
覧
会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト

ま
で
幅
広
く
掲
載
し
、
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
学
び
の
発
見
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

生
涯
学
習
課
の
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班�

２３�

6
4
3
3
 

                　

９
月
２１
日
貉
〜
３０
日
貊
の
１０
日
間
 

　
高
齢
社
会
の
急
激
な
進
展
と
と
も
に
、
高
齢

者
を
取
り
巻
く
交
通
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
秋
の
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
伴
う
交
通
量
の
増
加
に
加

え
、
日
没
時
刻
が
日
増
し
に
早
く
な
る
こ
と
か

ら
、
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
の
発
生
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
こ
の
時
期
に
合
っ
た
重
点
的
か

つ
継
続
的
な
交
通
安
全
運
動
を
全
市
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通

安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り

ま
す
。
 

　

重
点
目
標
 

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
 

○
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
を
な
く
そ
う
 

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
し
よ
う
 

　

安
全
安
心
課
交
通
安
全
班�

２３�

6
2
3
8
 

    　
７
月
１５
日
貊
、
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
協

力
を
得
て
、
商
品
試
買
量
目
調
査
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
方
法
は
、
市
内
２４
店
舗
で
食
肉
・

魚
・
野
菜
な
ど
指
定
さ
れ
た
１３
品
目
２
３
６
個

の
商
品
を
購
入
し
、
実
際
の
内
容
量
を
計
量
し
、

表
記
量
と
比
較
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
格

率
は
９８
・
３
㌫
で
、
１
・
７
㌫
の
商
品
は
法
令

で
許
さ
れ
た
誤
差
の
範
囲
を
超
え
て
、
表
記
量

よ
り
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
買
い
物
の
際
に
は
、
正
し
い
内
容
量
が
表
記

さ
れ
た
商
品
を
購
入
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

①
合
格
シ
ー
ル
は
？
／
取
引
や
証
明
行
為
に
使

用
す
る
は
か
り
は
、
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
検
査
に
合
格

し
た
は
か
り
に
は
、
合
格
シ
ー
ル
が
張
り
付
け

て
あ
り
ま
す
。
 

②
は
か
り
の
使
用
方
法
は
？
／
は
か
り
は
水
平

で
安
定
し
た
場
所
で
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
 

③
風
袋
引
き
は
？
／
風
袋
と
は
ト
レ
ー
や
ラ
ッ

プ
、
添
え
物
な
ど
商
品
の
内
容
量
に
含
ま
れ
な

い
も
の
で
す
。
 

　
な
お
、
市
で
は
商
品
流
通
が
多
い
時
期
に
立

入
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
適
正
計
量
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

　

安
全
安
心
課
生
活
安
心
班�

２３�

6
0
1
5
 

     　

応
急
手
当
の
重
要
性
 

　
救
急
車
が
救
急
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
平

均
約
６
分
。
そ
の
間
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

た
ち
が
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
使
用
し
た
除
細
動
な
ど
の
応
急
手
 

ふ
う
た
い
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岡崎警察署生活安全課　� 5 8� 0 1 1 0
安全安心課生活安心班　� 2 3� 6 5 2 5

…岡崎市の犯罪状況… 
安 全 
安 心 だ よ り №18

　街頭犯罪は、皆さんの身近で起きる誰もが被害にあいやすい犯
罪ですが、ちょっとした注意で防ぐことができる犯罪であるともい
えます。今後も安全安心なまちづくりにご協力をお願いします。 

　中部国際空港開港、愛・地球博開催と平成１７年の上半期（１月～６月）は愛知県に人が集中し、県内の街頭犯罪が多発するのでは
ないかという心配がありましたが、『部品ねらい』『自販機ねらい』以外は前年比マイナスに落ち着くことができました。 
　岡崎市の犯罪状況はどうでしたでしょうか？なお、岡崎警察署管内の発生件数になりますので、幸田町・額田町も含まれています。 

平成１７年上半期県内警察署別街頭犯罪等発生件数 

街頭犯罪１１罪種中５罪種がワースト５に入っています。 

順位 住宅対象侵入盗 自転車盗 部品ねらい 車上ねらい 自動販売機ねらい 
街頭犯罪等 
１１罪種総計 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

6位 

7位 

8位 

豊田 

豊橋 

津島 

一宮 

岡崎 

豊川 

愛知 

春日井 

３７４ 

３２９ 

３０３ 

２９４ 

２８０ 

２５７ 

２５０ 

２３４ 

豊橋 

一宮 

岡崎 

豊田 

中村 

中川 

春日井 

北 

中 

６６３ 

６５１ 

６１０ 

５９９ 

５７１ 

５３６ 

５３５ 

４８２ 

４８２ 

岡崎 

豊橋 

安城 

豊田 

愛知 

春日井 

刈谷 

中川 

５８２ 

５２９ 

４４５ 

４３９ 

３２４ 

３０８ 

３０５ 

２８１ 

岡崎 

中川 

豊田 

一宮 

安城 

中 

豊橋 

西 

７６２ 

７３１ 

７１０ 

６１０ 

５６３ 

５４０ 

５０７ 

４７１ 

豊田 

豊橋 

西 

中川 

岡崎 

一宮 

西枇 

港 

６８９ 

６７９ 

５８１ 

５３５ 

４９４ 

４８１ 

４６６ 

４３６ 

豊田 

豊橋 

岡崎 

中川 

一宮 

春日井 

安城 

愛知 

３，５２１ 

３，００６ 

３，００３ 

２，７２１ 

２，７１７ 

２，４５８ 

２，１６７ 

２，０９５ 

日
赤
社
資
募
集
に
ご
協
力
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

警
察
へ
の
相
談
は
 

「
安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
 

当
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
傷
病
者
を
救
命
す

る
た
め
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
一
般

の
人
が
除
細
動
を
行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
７
月
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

用
い
て
除
細
動
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
愛
と
勇
気
で
す
。
皆
さ
ん
が
適
切
な
応

急
手
当
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
救

命
率
が
一
層
向
上
し
ま
す
。
あ
な
た
も
救
命
講

習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

　

救
命
講
習
会
 

�
　

中
学
生
以
上
　

�
　

随
時
開
催
 

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
講
習
）
 

�
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

止
血
 

②
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
４
時
間
講
習
）
 

�
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

止
血
・
効
果
測
定
 

③
上
級
救
命
講
習
（
８
時
間
講
習
）
 

�
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

止
血
・
外
傷
の
手
当
て
、
効
果
測
定
な
ど
 

　

中
消
防
署
本
署
救
急
係�

２１�

9
7
7
2
 

　

東
消
防
署
本
署
救
急
係�

５３�

0
1
1
9
 

　

西
消
防
署
本
署
救
急
係�

３４�

0
1
1
9
 

   　
１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
の
発
生
時
に
お

け
る
緊
急
通
報
の
電
話
で
す
。
 

　
緊
急
性
の
な
い
通
報
に
は
、
警
察
相
談
専
用

電
話
「
安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」�

♯
９
１
１

０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
専
用
）・�

０
５
２�

９

５
３�

９
１
１
０
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）
ま
た
は

お
近
く
の
警
察
署
な
ど
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

岡
崎
警
察
署�

５８�

0
1
1
0
 

    　
平
成
１７
年
度
赤
十
字
社
資
募
集
に
つ
き
ま
し

て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
７
月
末
日
現

在
で
約
２
７
４
５
万
円
の
社
資
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
社
資
は
、
日
本
赤
十
字

社
愛
知
県
支
部
を
通
じ
て
次
の
赤
十
字
事
業
に

活
用
し
ま
す
。
 

①
国
際
活
動
＝
紛
争
や
自
然
災
害
の
被
災
者
を

救
護
す
る
人
道
的
活
動
②
血
液
事
業
＝
安
全
な

輸
血
用
血
液
の
確
保
と
献
血
思
想
の
普
及
③
看

護
師
の
養
成
＝
平
時
、
災
害
時
を
通
じ
て
信
頼

さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
看
護
師
の
養
成
④
青
少
年

赤
十
字
＝
青
少
年
の
健
全
育
成
（
健
康
・
安
全
・

奉
仕
・
親
善
）
⑤
災
害
救
護
＝
救
護
訓
練
の
実

施
、
救
護
物
資
の
備
蓄
や
救
護
装
備
の
整
備
⑥

赤
十
字
講
習
会
＝
命
と
健
康
を
守
る
救
急
法
や

家
庭
看
護
法
な
ど
の
講
習
⑦
奉
仕
団
活
動
＝
赤

十
字
事
業
の
推
進
と
身
近
な
奉
仕
団
活
動
⑧
医

療
設
備
の
整
備
＝
日
赤
病
院
の
医
療
機
器
の
整

備
と
地
域
医
療
の
推
進
 

　

日
赤
岡
崎
市
地
区
事
務
局（
社
会
福
祉
課
内
）
 

　�

２３�

6
1
4
5
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未 来 を つ な ぐ 世 界 のオモチャ展  

入場料 ●大人300円（240円） ●小中学生100円（80円） 
10月1日（土）     11月27日（日） ● 午前9時～午後5時（入館4時30分まで）   休館日：月曜日・祝日の翌日 

●（ ）内は20人以上の団体 ●各種障害者手帳所持者とその付添者・市内の小中学生は無料。 
 

クリエーターが作ったオリジナル作品や古い歴史的なオモチャも展示 

ジョイント 
オモチャ 
大集合！ 

制作：けん・たっきい 
（レゴブロックを使って） 

ブリオ 

ネフ（リグノ） 

ケルナースティック 

ラキュー（動くドラゴン） 

マグタッチ 組木細工　作：山中成夫 

ゾムツール 

岡町字鳥居戸1番地1    � 5 3�3 5 1 1
The  Wor l d  Ch i l d r en's  A r t  Museum  i n  Okazak i  

遊べる 
コーナーも 
  あるヨ。 

岡崎市役所 

�23�6495 23�6262 岡崎市ホームページ  http://www.city.okazaki.aichi.jp 市民協働推進課 ： � 23�6666　23�6667

�

�

市政へのご意見・ご提案などは 〒444-8601 岡崎市十王町2丁目9番地／  編集・発行  広報課　月２回（１日・１５日）発行 




